
東
京
大
学

日
本
史
学
研
究
室
紀

要

第

五
号
二
〇
〇

一
年
三

月

所

々
別
当
制

の
展
開
過
程

佐

藤

全

敏

は
じ
め
に

平
安
時
代
、
朝
廷
に
は
天
皇
の
身
辺
を
調
え
る
家
産
機
関
と
し
て
、
様

々
な
所

が
置
か
れ
た
。
蔵
人
所
や
作
物
所
な
ど
で
あ
る
。
而
し
て
こ
れ
ら
の
各
所
に
は
、

そ
の
統
轄
者
と
し
て
、
王
卿
や
近
衛
次
将
、
ま
た
蔵
入
等
が
宛
て
ら
れ
た
。
こ
れ

を
所
々
別
当
と

い
う
。
こ
う
し
た
所
々
別
当
に
つ
い
て
は
、
以
前
、
別
の
場
で
検

(
1

)

討
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
お
お
む
ね
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
論
じ
た
。
第

一
に
、
所
々
別
当
に
よ
る
統
轄
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
と
、
そ
の
統
轄
原
理
は
、

当
該
期
の
天
皇
の
そ
れ
と
通
底
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
こ
と
、
第
二
に
、
所
々

別
当
に
は
二
類
型
が
あ
り
、
九
世
紀
前
半
ま
で
に
成
立
し
た
所
の
別
当
に
は
、
殿

上
侍
臣
や
近
衛
次
将
が
宛
て
ら
れ
、
九
世
紀
後
半
以
降
新
設
さ
れ
た
所
の
別
当
に

は
、
蔵
人
が
宛
て
ら
れ
た
こ
と
、
第
三
に
、
そ
う
し
た
新
し

い
型
の
別
当
が
成
立

す
る
背
景
に
は
、
天
皇
個
人
に
属
す
る
家
産
機
関
と

い
う
観
念
の
成
立
が
あ

っ
た

こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
た
だ
し
前
稿
で
は
、
紙
幅
の
都
合
か
ら
触
れ
得
ぬ
問
題
が

い
く
つ
か
あ

っ
た
。
ま
た
、
そ
の
後
発
表
さ
れ
た
研
究
に
よ
っ
て
、
そ
こ
で
述
べ

た
事
柄
の

一
部
に
つ
い
て
は
、
よ
り
明
確
に
論
じ
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え

る
よ
う
に
な

っ
た
。
本
稿
は
、
そ
う
し
た
諸
点
に
つ
い
て
述
べ
ん
と
す
る
、
所

々

別
当
制
に
関
す
る
補
考
で
あ
る
。

第

一
章

所
々
別
当
と
除
目

所
々
は
九

・
十
世
紀
の
交
以
降
、
蔵
人
所
に
よ

っ
て
統
轄
さ
れ
て
い
た
、
と
み

る
の
が
、
従
来
、
大
方
の
共
通
す
る
意
見
で
あ

っ
た
。
前
稿
で
は
、
い
く
つ
か
の

観
点
か
ら
こ
う
し
た
見
解
に
対
し
て
疑
問
を
呈
し
、
各
所
の
別
当
こ
そ
が
所
々
の

統
轄
者
で
は
な
か
っ
た
か
と
論
じ
た
。
そ
の
際
、
所
々
の
職
員
の
勤
務
状
態
を
最

終
的
に
把
握

・
管
理
し
て
い
た
の
が
、
ま
さ
し
く
別
当
で
あ

っ
た
こ
と
を
述
べ
た

が
、
そ
う
し
た
理
解
は
、
主
に
月
奏
と
呼
ば
れ
る
行
事
に
関
す
る
分
析
か
ら
得
ら

れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
る
に
同
様
の
理
解
は
、
す
で
に
前
稿
で
簡
単
に
ふ
れ

て
お
い
た
よ
う
に
、
除
目
に
お
け
る
別
当
の
役
割
か
ら
も
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
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る
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
は
、
ま
ず
、
こ
の
積
み
残
し
て
い
た
課
題
か
ら
出
発
す
る

こ
と
に
し
た

い
。

1

除
目
と
外
記

・
蔵
人

は
じ
め
に
、
除
目
の
場
に
持
ち
込
ま
れ
る
様
々
な
帳
簿

・
申
請
書
類
が
、

一
般

(
2

)

に
い
か
な
る
経
路
を
経
て
準
備
さ
れ
る
の
か
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

平
安
、
鎌
倉
時
代
の
故
実
書

・
古
記
録
に
よ
る
と
、
除
目
に
か
か
わ
る
帳
簿

・

申
請
書
類
が
通
る
経
路
は
、
任
官
枠
の
種
類
に
よ

っ
て
、
大
略
二
つ
に
分
か
れ
て

い
た
。
第

一
は
、
外
記
が
作
成
し
た
帳
簿
や
、
諸
司

・
個
人
か
ら
外
記
に
提
出
さ

れ
た
帳
簿

・
申
請
書
類
が
、
外
記
の
用
意
す
る
筥
に
入
れ
ら
れ
、
外
記
お
よ
び
公

卿

の
手
に
よ

っ
て
除
目
の
場
に
持
ち
込
ま
れ
る
も

の
。
こ
れ
は
太
政
官
経
由
と

い
っ
て
よ
く
、
除
目
の
場
で
初
め
て
天
皇
に
奏
聞
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の

ル
ー
ト
は
、
い
く
つ
も
あ
る
任
官
枠

の
な
か
で
も
、
お
お
む
ね
年
労
に
よ
っ
て
給

官
す
る
方
式
を
と
る
任
官
枠
群
で
採
用
さ
れ
て
い
た
ル
ー
ト
で
あ
り
、
律
令
制
本

(3

)

来
の
あ
り
方
に

つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
第
二
の
ル
ー
ト
は
、
帳

簿

・
申
請
書
類
が
諸
司

・
個
人
か
ら
蔵
人
所
に
提
出
さ
れ
、
あ
ら
か
じ
め
蔵
人
か

ら
天
皇
に
奏
聞
さ
れ
た
上
で
、
除
目
当
日
、
「御
硯
筥
」
の
蓋
に
入
れ
ら
れ
、
蔵

人
の
手
に
よ

っ
て
除
目
の
場
に
持
ち
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
第
二
の
ル
ー

ト
は
、
本
来
的
に
は
、
天
皇
と
任
官
さ
れ
る
側
と
の
人
格
的
関
係
に
も
と
つ
い
て

給
官
が
行
わ
れ
る
際
の
ル
ー
ト
と
理
解
さ
れ
る
。
玉
井
力
氏
が
明
ら
か
に
し
て
お

ら
れ
る
よ
う
に
、
第

一
の
ル
ー
ト
は
弘
仁
四
年

(八
一
三

)
に
は
成
立
し
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
の
後
遅
く
と
も
十

一
世
紀
末
ま
で
に
形
骸
化
が
進
み
、
そ
こ

で
扱
わ
れ
て
い
た
帳
簿

・
申
請
書
類
の
多
く
は
第
二
の
ル
ー
ト
に
移
行
し
て
い
っ

た
。
そ
れ
に
対
し
第
二
の
ル
ー
ト
の
ほ
う
は
、
十
世
紀
初
頭
ま
で
に
整
え
ら
れ
た

も
の
と
み
ら
れ
、
そ
れ
以
降
、
徐
々
に
そ
の
扱
う
範
囲
を
拡
げ
て
い
っ
た
。

さ
て
、
所
々
の
職
員
も
ま
た
、
各
所

で
の
は
た
ら
き
を
認
め
ら
れ
て
、
「
四
所

籍
」
・
「所
々
奏
」
と
い
っ
た
任
官
枠
を
通
じ
、
令
制
諸
司
の
官
人
に
任
じ
ら
れ
て

い
っ
た
。
以
下
、
こ
の

「四
所
籍
」
・
「所
々
奏
」
に
つ
い
て
、
二
節
に
分
け
て
検

討
し
て
い
く
。

2

四
所
籍
と
所
々
別
当

ま
ず
は

「四
所
籍
」
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
「
四
所
」
と

い
う

の
は
、
内
竪
所

・
校
書
殿

・
進
物
所

・
大
舎
人
を
指
す
。
こ
こ
で
は
所
々
の
問
題
を
課
題
と
し
て

い
る
か
ら
、
以
下
、
さ
し
あ
た
り
大
舎
人
を
除
い
た
三
ヶ
所
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
。
「四
所
籍
」
と
は
、
毎
年
こ
れ
ら
の
所

の
職
員
を
、
「労
帳
」
に
も
と
つ
い
て

諸
国
の
下
級
国
司
に
巡
任
す
る
任
官
枠
の
謂
い
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
し
た
巡
任
を

行
う
儀
の
通
称
で
あ
る
。
そ
の
儀
は
、
三
夜
連
続
し
て
行
わ
れ
る
除
目
儀
全
体
の

(
4

)

な
か
で
も
、
そ
の
初
夜
冒
頭
に
行
わ
れ
た
。

ま
ず
、
四
所
籍
に
お
け
る
労
帳
の
提
出
経
路
で
あ
る
が
、
前
田
家
巻
子
本

『江

家
次
第
』
巻
四
、
正
月
丁
、
除
目
な
ど
に
よ
れ
ば
、
労
帳
は
各
所
か
ら
外
記
に
提

出
さ
れ
、
い
く

つ
か
あ
る

「外
記
筥
」
の
う
ち
、
普
通
、
第
二
の
筥
に
入
れ
ら
れ

(
5

)

て
除
目
の
場
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
内
竪
所

・
校
書
殿

・
進
物
所
は

い
ず
れ
も
前
稿

で
旧
型
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
外
記
経
由
で
書
類
を
提
出
し
て
い
た
こ

と
に
な
る
。

次
に
労
帳

の
様
式
を
み
て
み
よ
う
。
労
帳

の
様
式
を
、
『大
間
成
文
抄
』
第
三
、

四
所
籍
、
お
よ
び

『魚
魯
愚
抄
』
巻
第

一
、
外
記
方
上
、
縣
召
除
目
外
記
筥
文
に

(
6
)

引
載
さ
れ
て
い
る
具
体
例
か
ら
抽
出
す
る
と
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
に
な
る
。

○
○
所
○
○
籍
労
帳
事

位
階

姓
名

望
申
○
○
国
○
○
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表
I

四
所
籍
労
帳
の
署
所

一
覧

(*
大
間
＝
大
間
成
文
抄
第
三
、魚
魯
＝
魚
魯
愚
抄
巻
第
一
）

(イ
)

内
豎

所
年

役
職

官

位

加署

者

典拠

永
久
三
(
一
一
一

五
)

六
位
別
当

治
部
少
丞

六
位

源

盛
定

魚魯

永

久

四
(
一
一

一

六
)

六
位
別
当

治
部
少
丞

六
位

源

盛
定

大

間・

魚魯

保
安
三
(
一
一

二
二
)

頭

右

京

進

不
明

清原

資
定

魚魯

久
寿
二
(
一
一

五
五
)

頭

主

税

允

正
六
位
上

菅野

倫
時

大
間

応
保
二
(
一
一

六
二
)

公
文
頭

?
。

典

鋪

正
六
位
上木工允正六位上

伴

為
忠源定親

魚魯

安
元
二
(
一
一

七

六)

預頭

不
明

正
六
位
上不明正六位上

伴

為
安藤原盛安

大
間

(
ロ
)

進
物
所

年

役
職

官

位

加署

者

典
拠

永
久
四
(
一
一
一

六)

執
事頭別当

不
明

従
七
位
上内膳奉膳従五位上

藤井

久
永高橋秀経(無署)

大
間・

魚
魯

久
寿
二
(
一
一

五

五)

執
事

?
・

内
膳
令
史

従
七
位
上内膳奉膳従五位下

中原

助
行高橋遠孝

大
間

応
保
二
(
一
一

六
二
)

執
事預

内
膳
令
史

従
七
位
上内膳奉膳従五位下

中原

資行高橋信弘

魚魯

安
元
二
(
一
一

七
六)

執
事預

内
膳
令
史

従
七
位
上内膳奉膳従五位上

安倍

頼員高橋信弘

大
間

(
ハ
)

校
書
殿年

役
職

官

位

加
署
者

典
拠

永
久
四
(
一
一
一

六)

預

不
明

正
六
位
上

伴

為重

大
間・

魚
魯

久

寿
二
(
一
一

五
五)

預

不
明

正
六
位
上

伴

為安

大
間

安元

二
(
一
一

七
六)

預

不
明

正
六
位
上

伴

為安

大
間

年
労
○
年

上
日
○
日

右
、
年
労

・
上
日
、
注
進
如
レ件
。

年
月
日

署
所

こ
こ
で
は
そ
の
署
所
に
注
目
し
た

い
。
署
名
者
な
ど
具
体
的
な
内
容
が
わ
か
る

労
帳
は
、
管
見
の
限
り
、
十
二
世
紀
の
前
半
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
も
の
し
か
存

し
な
い
よ
う
で
あ
る
。

い
ま
、
そ
れ
ら
に
み
え
る
署
名
者
を
整
理
す
る
と
表
1
の

よ
う
に
な
る
。

結
論
か
ら
さ
き
に
述
べ
れ
ば
、
こ
の
表
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
も
の

と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
四
所
籍
に
提
出
さ
れ
る
内
竪
所

・
校
書
殿

・
進
物
所
の
労

帳
に
は
、
本
来
、
最
終
責
任
者
と
し
て
別
当
が
加
署
し
て
い
た
が
、
十
二
世
紀
前

半
ま
で
に
別
当
の
署
所
が
な
く
な

っ
て
い
き
、
か
わ

っ
て
預
等
が
署
名
す
る
よ
う

に
な

っ
て
い
っ
た
、
と
。

ま
ず
内
賢
所
で
は
、
永
久
四
年
ま
で
は

「
六
位
別
当
」
が
加
署
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
あ
り
方
が
少
な
く
と
も
十

一
世
紀
初
頭
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
こ
と
は
、
次
に
掲
げ
る

『御
堂
関
白
記
』
寛
弘
二
年

(
一
〇
〇
五
)
正
月
二

十
五
日
条
の
記
述
か
ら
確
か
め
ら
れ
る
。

〔臣
〕

此
聞
、
善
言
朝

口
申
云
、
内
竪
労
帳
未
レ判
。
是
下
別
当
等
取
レ名
間
也
。
即

仰
召
二陣
座

}加
レ名
。
預
等
三
人
取
二労
帳

・
簡

・
硯
等

一参
。

こ
れ
は
除
目
当
日
の
記
録
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
外
記
滋
野
善
言
の
報
告
に
よ

シ
モ

り
、
当
時
内
豎
所
の
上
級
別
当
で
あ

っ
た
記
主
道
長
が
、
「
下
別
当
」
(六
位
別
当

(7

)

な
ら
ん
)
に
代
わ

っ
て

「内
竪
労
帳
」
に
署
を
加
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
表
1
に

み
え
る
よ
う
に
、
保
安
三
年
に
な
る
と
署
名
者
は

「
六
位
別
当
」
か
ら

「頭
」
に

入
れ
替
わ
り
、
応
保

二
年
を
経

て
安

元
二
年

に
な
る
と
、
「頭
」
に
並

ん
で

「預
」
も
加
署
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「預
」
は
本
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来
内
竪
所
に
は
置
か
れ
て
お
ら
ず
、
十

一
世
紀
初
頭
ま
で
の
あ

い
だ
に
追
置
さ
れ

た
も
の
で
あ
る

(右
掲

『御
堂
関
白
記
』
寛
弘
二
年
正
月
二
十
五
日
条
が
そ
の
初
見

史
料
と
な
る
)
。

進
物
所
も
同
様
に
、
永
久
四
年
に
は

「執
事
」
・
「頭
」

の
奥
に

「別
当
」

の
署

所
が
あ
る
。
実
際
の
加
署
は
な
い
が
、
本
来
別
当
が
署
名
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い

た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
知
ら
れ
よ
う
。
と

こ
ろ
が
久
寿
二
年
に
な
る
と
別
当

の
署
所

が
な
く
な
り
、
「執
事
」
と
内
膳
奉
膳

(役
職
不
明
)
の
二
人
の
加
署
と
な
る
。
そ

し
て
応
保
二
年
以
降
に
な
る
と
、
「執
事
」
と

「預
」
が
加
署
す
る
よ
う

に
な

つ

て
い
く
。
内
竪
所
と
同
じ
よ
う
に
、
進
物
所
に
は
本
来

「預
」
は
置
か
れ
て
お
ら

ず
、
こ
の
応
保
二
年
の
労
帳
が

「預
」
追
置
の
初
見
史
料
と
な
る
。

最
後
に
校
書
殿
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら

は
永
久
四
年
か
ら
す
で
に

「預
」
の
み
の

加
署
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
や
は
り
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
校
書
殿
に
は

本
来

「預
」
は
置
か
れ
て
い
な
か

っ
た

か
ら
、
「預
」
の
加
署
は
、
平
安
後
期

の

あ
る
段
階
以
降
の
こ
と
と
考
え
て
よ
い
。
と
す
れ
ば
、
そ
れ
以
前
は

「預
」
以
外

の
責
任
者
が
署
を
加
え
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
場
合
、
内
竪
所
や
進
物
所
の

例
か
ら
し
て
、
「別
当
」
単
独
、
な

い
し

「別
当

・
頭

・
執
事
」
の
連
署
で
あ

っ

た
と
推
考
し
て
大
過
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
よ
い
と
す
る
と
、
結
局
、
四
所
籍
に
提
出
す
る
内
竪
所

・

校
書
殿

・
進
物
所
の
労
帳
に
は
、
本
来
、
別
当
が
最
終
責
任
者
と
し
て
加
署
し
て

い
た
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
除
目
の
四
所
籍
に
お
い
て
も
、
所

々

別
当
が
、
天
皇
の
も
と
、
所
職
員
の
勤
務
状
態
に
つ
い
て
最
終
責
任
を
負

っ
て
い

(
8
)

た

と

い
う

こ
と

が

で
き

る

の

で
あ

る
。

3

所
々
奏
と
所
々
別
当

(
9
)

次
に

「所

々
奏
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
「所

々
奏
」
と
は
、
四
所
籍
枠
に
入

れ
ら
れ
て
い
な

い
所
々
の
職
員
を
、
「自
解
」
な
い
し
本
所

の

「請
奏
」
に
よ

つ

て
、
諸
司
諸
国
の
二
、
三
分
官
に
巡
任
す
る
任
官
枠
の
謂

い
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
(
10
)

し
た
巡
任
を
行
う
儀

の
通
称
で
あ
る
。
儀
は
、
基
本
的
に
除
目
中
夜
に
行
わ
れ
た
。

は
じ
め
に
所

々
奏
で
扱
わ
れ
る
所
々
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
十
二
世
紀
前
半
ま

(
11
)

で
に
成
立
し
た
故
実
書

・
除
目
書
類
の
関
係
箇
所
に
よ
れ
ば
、
そ
こ
で
は
次
の
よ

(
12

)

う
な
所

々
が
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。

a

御
厨
子
所

b

(
一
本
)
御
書
所

c

画
所

d

大
歌
所

e

蔵
人
所

f

作
物
所

十
二
世
紀
前
半
以
前

の
故
実
書

・
除
目
書
類
に
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
る
所
々

は
以
上
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
と
は
別
に

「所

々
挙
奏
者
」
と
い
う
規
定
も

『西

宮
記
』
に
は
み
え
る
。
こ
れ
は

a
l
f
か
ら
洩
れ
た
所

々
の
職
員
を
指
し
た
文
言

と
み
ら
れ
、
現
在
、
平
安
時
代

の
実
例
と
し
て
は
、

9
酒
殿
、
h
楽
所
、
i
内

(13

)

竪
所
、
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
十
二
世
紀
以
前
の
故
実
書

・
除
目
書
類
に

明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
み
て
、
本
来
的
な
所
々
奏
か
ら
は
ず
れ
る

も
の
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
i
の
内
竪
所
は
四
所
籍
と
重
な

っ
て
い

る
が
、
お
そ
ら
く
内
竪
所
の
職
員
の
う
ち
、
四
所
籍
の
選
出
枠
に
入
ら
な
か

っ
た

者
が
徐
々
に
所
々
奏
に
回
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
う
し
た
所
々
奏
で
取
り
扱
わ
れ
る
請
奏
や
自
解
は
、
ど
の
よ
う
な
経

路
を
経
て
提
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

一
応
、
『権

記
』
長
保
二
年

(
一
〇
〇
〇
)
正
月
二
十
二
日
条
、
『春
記
』
長
久
元
年

(
一
〇

四
〇
)
正
月
二
十

一
日
条
、
お
よ
び
応
徳
二
年

(
一
〇
八
五
)
正
月
の
除
目
申
文

(
M
)

目
録
な
ど
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
十
世
紀
末
以
降
、
そ
の
多
く
が
、
基
本
的
に
、

(
15
)

蔵
人
所
経
由
で
除
目
の
場
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、

四
所
籍
が
外
記
経
由

で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
所

々
奏
は
基
本
的
に
蔵
人
所
経
由
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だ

っ
た

こ
と

が
知

ら

れ

る

の

で
あ

る
。

た
だ

し
、

こ

こ

で
留

意

し

て

お

か
な

け

れ
ば

な

ら

な

い
の
は

、

そ

う

は

い

っ
て

も

、
所

々
奏

枠

で
扱

わ

れ

る
請

奏

・
自

解

の
す

べ

て

が
蔵

人

所

経

由

で
は

な

か

っ

た
と

み

ら

れ

る

こ

と

で
あ

る

。

　

殿

上

依

・
労
、
任
二
内
官
助

・
■
若
外

国
豫

。
是
非
二
毎
年
事

℃

蔵

人
所

依

・
労
、
任
ご
内
宣

二
分

℃
正
月
不
・
任
、
二
月
任
レ
之
。

同
所
出
納

鰍
脇
鋸

端

硯
非
二毎
董

御
厨
子
所

雑
勲

レ顯
磁

=齢

鵜

卑

是
非
二毎
年
筆

御

書

所

預

依
二
労
井
姓

「
任
二
内
官

二

・
三
分

℃
是
非
二毎
年
事

℃

作

物

所

依
二
労
井
姓

、
任
二
内
官
二

。
三
分

コ
是
非
二毎
年
事

「

画

所

同
・
前

。

一
本

御

書

所

同
・
前

。

滝

口

正
月
、
依
二
労
井

姓

「
任

二
内
官

二

.
三
分

℃
或
二
月
任
レ
之
。

已

上

所

々
、

蔵

人

頭

、
奉

レ
仰

、
或

仰

二
出

納

、
或

仰

二
本
所

肉
令

レ
勘

二
其

労

一、

奏

レ
之

。

今

案

、

所

衆

・
滝

ロ

、

仰

二
出

納

ハ

令

レ
勘

。

其

外

、

仰

二
本

所

瓢

令

レ
勘

鰍

。

滝

ロ

・
所

衆

労

帳

、
兼

可

レ
令

二
勘

儲

℃

驚

召

令

レ
勘

時

、

多

致

二
擁

怠

ゐ

こ

れ

は

、

一
〇

七

七
-

一
〇

八

七

年

頃

に

成

立

し

た

除

目

・
節

会

の

書

、

『資

(
16

)

仲
抄
』

の
逸
文
で
あ
る
。
末
尾
二
行
の

「今
案
」
以
下
が

『資
仲
抄
』
の
地
の
文

で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
前
は
、
『資
仲
抄
』
に
先
行
す
る
記
文
を
引
用
し
た
も
の
で

あ
る
。
い
ま
、
そ
の
引
用
部
を
み
る
と
、
所

々
奏
で
扱
わ
れ
る
と
さ
れ
た

a
か

ら
f
の
所
々
の
う
ち
、
d
の
大
歌
所
を
除

い
た
五

つ
の
所
と
、
除
目
寛
日
に
任
官

(
17

)

さ
れ
る
滝
ロ
等
と
が
列
挙
さ
れ
、
こ
れ
ら

の
所

々
の

「労
」
(労
帳
)
に
つ
い
て

は
、
蔵
人
頭
が
催
し
集
め
て
こ
れ
を
奏
聞
す
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
と
り

あ
げ
ら
れ
て
い
る
所
々
の
ほ
と
ん
ど
が
、
所
々
奏

で
取
り
扱
わ
れ
る
所

々
と
重

な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
記
文
は
所
々
奏
に
関
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
『資
仲
抄
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
の
記
文
が
、
い
つ
頃
成
立
し
た
も

の
な
の
か
は
未
詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
平
安
時
代
末
期

以
降
の
史
料
に
は
見
い
だ
せ
な

い

〈所
々
奏
で
の
労
帳
〉
に
言
及
し
て
い
る
こ
と

や
、
『資
仲
抄
』
自
身
、
そ
う
し
た
労
帳
の
存
在
を
知
ら
な
か

っ
た
ら
し
い
こ
と

(「其
外
、
仰
二
本
所
h
令
レ
勘
欺
」
)
か
ら
み
て
、
こ
の
記
文
は
、
『資
仲
抄
』
が
成

立
し
た

一
〇
八
〇
年
前
後
よ
り
も
あ
る
程
度
さ
か
の
ぼ
る
あ
り
方
を
伝
え
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
古
く
は
所
々
奏
に
お

い
て
も
労
帳
を
必
要
と
す
る
場
合
が
あ
り
、

そ
の
労
帳
を
扱
う

の
は
、
や
は
り
蔵
人
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
記
文
で
な
に
よ
り
注
意
さ
れ
る
の
は
、
蔵
人
が
そ
の
労
帳
を
扱
う

と
さ
れ
る
対
象
が
、

a
御
厨
子
所
、
b

(
一
本
)
御
書
所
、

c
画
所
、

e
蔵
人

所
、
f
作
物
所

の
、
計
五
つ
の
所
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
本
来
、
所
々
奏
に
お
い
て
蔵
人
が
関
与
す
る
の
が
、
こ
の
五
つ
の
所
の
み
で

あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
所
々
奏
枠
に
提
出
さ
れ
る
請
奏

・
自

解
う
ち
、
蔵
人
所
経
由

で
除
目
の
場

に
持
ち
込
ま
れ
る
の
は
、
本
来
、

a
御
厨

子
所
、
b

(
一
本
)
御
書
所
、

c
画
所
、

e
蔵
人
所
、
f
作
物
所
に
限
ら
れ
、

d

の
大
歌
所
は
そ
こ
か
ら
は
ず
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
、
蔵
人
が
扱
う
と
さ
れ
る
五

つ
の
所
に
注
目
し
て
み
る
と
、

a
l

c
、
f
は
前
稿
で
新
型
と
し
た
所

で
あ
り
、

e
の
蔵
人
所
の
み
が
旧
型

の

所
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
蔵
人
所
は
み
ず
か
ら
が
所
々
奏
の
請
奏

・
自
解
を
取

り
扱
う
所
で
あ
る
た
め
、
外
記
経
由
と
は
な
ら
ず
、
所
々
奏
に
入
れ
ら
れ
た
の
で

(
81

)

あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
所
々
奏
は
、
基
本
的
に
、
新
型
の
所
々
の
た
め
の
任
官
枠
と

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
所
々
奏
で
扱
わ
れ
る
も

の
と
故
実
書
に
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
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『資
仲
抄
』
所
引

の
記
文
に
よ

っ
て
蔵
人
所
経
由
と
な
さ
れ
な
か

っ
た
の
が
、
d

の
大
歌
所
で
あ
る
。
こ
の
大
歌
所
の
請
奏

・
自
解
は
、
も
う

一
方
の
ル
ー
ト
で
あ

(19

)

る
外
記
経
由
で
提
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
ほ
か
な

い
。
と
こ
ろ
で
前
稿
で
述
べ

た
よ
う
に
、
大
歌
所
は
初
見
を
九
世
紀
初
頭
と
し
、
旧
型
と
理
解
さ
れ
る
所
で

あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
蔵
人
所
経
由

・
外
記
経
由
の
区
分
は
、
所
々
の
新
旧
関
係

に
よ

っ
て
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
故
実
書
に
明
確
な
規
定
の
な

い

「所
々
挙
奏
者
」
に

つ
い
て
も
、
お
そ
ら
く
は
、
新
型
の
所
は
蔵
人
所
経
由
、
旧

型
の
所
は
外
記
経
由
と
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高

い
。

以
上
、
所

々
奏

で
扱
わ
れ
る
所

々
の
請
奏

・
自
解
は
、
そ
の
所
が
新
型
で
あ
る

か
旧
型
で
あ
る
か
に
よ

っ
て
、
そ
の
提
出
経
路
が
異
な

っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
こ

と
を
述
べ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
新
型

の
所

の
請
奏

・
自
解
は
蔵
人
所
経
由
で
提

出
さ
れ
、
旧
型
の
場
合
は
外
記
経
由
で
提
出
さ
れ
る
の
が
原
則
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
う
し
た
理
解
は
、
旧
型
の
所
を
対
象
と
す
る
四
所
籍
が
外
記
経
由
で
書

類
を
提
出
し
て
い
た
の
と
符
合
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

以
上
、
や
や
煩
環
で
あ

っ
た
が
、
所

々
奏
に
お
け
る
関
係
書
類

の
提
出
経
路
に

つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
如
上
の
議
論
を
確
認
し
た
う
え
で
、
次
に
、
そ
う
し
た
書

類
を
提
出
す
る
所
々
の
責
任
者
を
確
定
す
べ
く
、
請
奏

の
署
名
者
を
検
討
す
る
こ

と
に
し
よ
う
。

現
在
、
署
名
者
な
ど
具
体
的
な
内
容
が
わ
か
る
所
々
の
請
奏
は
、
管
見
の
限
り

五
通
し
か
存
在
し
な

い
。
作
物
所
が
二
通
、
内
竪
所
が
三
通
で
あ
る
。
前
述
し
た

よ
う
に
、
内
竪
所
の
場
合
は
故
実
書
に
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
来
的
な
所
々
奏

か
ら
は
ず
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
他
に
関
係
史
料
が
な
い
こ
と
や
、
本

来
的
な
所
々
奏
か
ら
は
ず
れ
る
と

い
っ
て
も
、
請
奏
の
様
式
そ
れ
自
体
は
他
所
と

ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な

い
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
以
下
、
内
竪
所
の
請
奏
も
検
討

対
象
に
含
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
こ
で
、
現
存
す
る
五
通
の
請
奏
を
整
理
す
る

表
I
I

所

々
奏
請
奏
の
署
所

一
覧

(*
大
間
=
大
間
成
文
抄
第
四
、魚
魯
=
魚
魯
愚
抄
巻
第
三
)

(イ
)

内
竪
所

年

役
職

官

位

加
署
者

典
拠

承
徳
二
(
一

〇
九
八)

(内

竪)執事頭六位別当

(散

位含

め
各種

)不明不明大主鈴不明右京進六位

(
二
十
余
名
）

藤井有

道安倍助清高明頼

魚
魯

安
元
元
(
一
一

七
五)

(内

竪)頭

(
み
な主

鈴・
正
六
位
上)玄蕃允正六位上

(
三
名)藤原盛

安

大
間

治

承
四
(
一
一

八
〇)

頭

玄
蕃
允

正
六
位
上

藤
原盛

安

大
間

(ロ
)

作
物
所年

役職

官

位

加
署
者

典
拠

寛治

六
(
一

〇
九
二)

預

(散

位
含
め
各
種)

(
四
名V

大
間

嘉保

三
(
一

〇
九
六)

案主預

左

史生

従七

位上(散位含め各種)

息
長(四名
)

大
間

と
、
表
I
Iの
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
、
内
竪
所
か
ら
み
て
い
こ
う
。
承
徳
二
年
で
は

「内
竪

・
執
事

・
頭
」
の

奥
に

「六
位
別
当
」
が
加
署
し
て
い
る
。
そ
れ
が
安
元
元
年
に
な
る
と
、
役
職
不

明
の
六
位
の
内
竪
と

「頭
」

の
み
の
加
署
と
な
り
、
治
承
四
年
で
は

「頭
」
単
独

と
な

っ
て
い
る
。
平
安
末
期
に
な

っ
て
、
四
所
籍
に
提
出
さ
れ
る
労
帳
の
署
所
か

ら
別
当
が
抜
け
落
ち
て
い
く

の
を
前
節
で
み
た
が
、
い
ま
、
こ
れ
と
時
期
を
同
じ

く
し
て
、
所
々
奏

の
請
奏

の
加
署
者
も
変
化
し
、
や
は
り
別
当

の
署
所
が
抜
け
落

ち
て
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
四
所
籍
同
様
、
本
来
は
別
当
が
加
署
す
る
の
が
定

型
だ

っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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次
に
作
物
所
だ
が
、
寛
治
六
年
で
は

「預
」
単
独
、
嘉
保
三
年
で
は

「案
主
」

と

「預
」
、
と
な

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
寛
治
六
年
、
嘉
保
三
年
と
、
作
物
所

の
請
奏
に
は
別
当
は
加
署
し
て
い
な
い
。
こ

の
よ
う
に
、
残
さ
れ
た
実
例
に
よ
る

限
り
、
作
物
所
の
請
奏
に
は
別
当
の
署
所
は
み
あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
前

稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
作
物
所
に
は
本
来

「預
」
が
置
か
れ
て
お
ら
ず
、
「預
」

が
加
署
す
る
状
況
は
平
安
後
期
の
あ
る
段
階
以
降
の
こ
と
と
し
て
よ
い
。
し
て
み

る
と
、
内
竪
所
の
例
や
四
所
籍
の
例
か
ら

み
て
、
作
物
所
の
場
合
も
、
本
来
は
別

当
が
加
署
し
て
い
た
と
推
定
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
の
こ

と
は
、
お
そ
ら
く
他
の
所
に
も
敷
術
し
て
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

限
ら
れ
た
史
料
か
ら
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
右
述
の
如
く
考
え
て
お
き
た
い
。

す
な
わ
ち
所
々
奏
に
お

い
て
も
ま
た
、
四
所
籍
同
様
、
本
来
、
所
々
別
当
が
、
天

皇
の
も
と
、
所
職
員
の
勤
務
状
態
に
つ
い
て
最
終
責
任
を
負

っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
み
て
き
た
如
く
、
所
々
別
当
は
、
所
職
員
の
勤
務
状
態
に
つ
い
て
最
終
責

任
を
負

っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
旧
い
諸
所

の
別
当
で
あ
ろ
う
と
新
し

い
諸
所
の
別

当
で
あ
ろ
う
と
、
か
わ
り
は
な
か

っ
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
別
当
に
よ
る
管
理

体
制
は
、
蔵
人
が
殿
上
の
諸
事
を
差
配
す
る
こ
と
が
多
く
な

っ
た
十
世
紀
以
降
に

な

っ
て
も
、
依
然
、
維
持
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
所
々
を
統
轄
し

て
い
た
の
は
、
や
は
り
各
所
の
別
当
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
各
別
当
に
統
轄
さ
れ
た
所

々
は
、
除
目
に
際
し
、
労
帳
や
請
奏
を

提
出
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
と
き
、
旧
型
諸
所
か
ら
提
出
さ
れ
た
書
類

は
外
記
経
由
で
、
新
型
諸
所
か
ら
提
出
さ
れ
た
書
類
は
蔵
人
所
経
由
で
、
そ
れ
ぞ

れ
除
目
の
場
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
官
制
上
、
旧

い
諸
所
は
太
政
官
の
も
と
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
除
目
に
あ

た

っ
て
蔵
入
所
が
管
轄
し
て
い
た
の
は
、
実
に
、
新
型
の
諸
所
に
限
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
諸
事
実
は
、
九

・
十
世
紀
の
交
以
降
、
蔵
人
所
が
所
々

一
般
を

「統

轄
」
し
て
い
た
と
す
る
通
念
が
、
必
ず
し
も
正
鵠
を
射
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
所
々
は
、
太
政
官
や
蔵
人
所
の
も
と
、
各
別
当
に
よ

っ
て
統

轄
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
太
政
官
や
別
当
の
存
在
を
捨
象
し
て
考
え
る
の
は
、

お
そ
ら
く
正
確
で
は
あ
る
ま

い
。

も

っ
と
も
、
そ
う
し
た
所
々
別
当
も
、
十
二
世
紀
前
半
ま
で
に
は
、
労
帳
や
請

奏
に
そ
の
署
所
を
見
出
せ
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
様
式
が
定
ま

っ
て
い
た
文
書
か

ら
署
所
が
抜
け
落
ち
る
ほ
ど
に
、
別
当
に
よ
る
統
轄
が
形
骸
化
し
て
い
た
こ
と
が

伺
わ
れ
よ
う
。
そ
の
後
も
所

々
別
当
は
補
任
さ
れ
て
い
く
け
れ
ど
も
、
そ
の
多
く

は
名
目
化
し
、
ま
た
そ
の
内
実
を
大
き
く
変
え
て
い
っ
た
。
そ
の
転
機
は
、
お
そ

ら
く
こ
の
十
二
世
紀
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
れ
ば
、
そ
う
し
た
所
々
別
当
制
の
形
骸
化
は
、
い
つ
頃
に
始
ま

っ
た
も
の

な
の
で
あ
ろ
う
か
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
所
々
別
当
制
が
制
度
と
し
て
十
全
に
機

能
し
て
い
た
の
は
、

一
体
、
い
つ
頃
ま
で
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
章
を
あ
ら
た

め
、
所
々
別
当
の
補
任
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
こ
の
新
し
い
問

題
を
考
え
て
い
き
た
い
。

第
二
章

所
々
別
当
の
補
任

所
々
別
当
が
ど
の
よ
う
に
補
任
さ
れ
た
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

渡
辺
直
彦

・
古
瀬
奈
津
子
両
氏
に
よ

っ
て
、
そ
の
基
礎
的
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ

(
20

)

て
い
る
。
こ
こ
で
は
両
氏
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
学
の
業
績
に
学
び
な
が
ら
、
さ

ら
に
こ
の
問
題
に
検
討
を
加
え
、
所
々
別
当
制
の
変
質
に
つ
い
て
考
え
る
手
だ
て

と
し
た

い
。
な
お
、
蔵
人
所
別
当
と
そ
の
他
の
諸
所
別
当
と
で
は
、
補
任
手
続
き
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「」
L
P

,

や
変
質
の
過
程
に
い
さ
さ
か
相
違
が
み
ら
れ
る
よ
う
な
の
で
、
以
下
、
二
節
に
わ

け
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

1

蔵
人
所
別
当
の
補
任

前
田
家
巻
子
本

『西
宮
記
』
臨
時
戊
、
天
皇
譲
位
事
に
は
、
天
皇
が
践
酢
し
た

翌
日
の
こ
と
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
臣
於
二新
帝
御
前
楚

「"康
上
人
王
卿
巳
蒐

税
謬

顯

攣

融

罷
馨

翼

す
な
わ
ち
天
皇
が
践
酢
し
た
翌
日
、

「大
臣
」
は
新
天
皇

の
御
前
で
王
卿
以
下

の
殿
上
人
を
定
め
る
が

(こ
れ
を
昇
殿
定
と
い
う
)、
そ
の
際
、
ま
ず
は
蔵
人
所
の

別
当
を
補
任
し
、
宣
旨
を
下
す
と

い
う
。
こ
こ
で
は
、
昇
殿
定
に
さ
き
だ

っ
て
蔵

人
所
別
当
を
補
任
す
る
と
だ
け
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
(
i
)
昇
殿
定
は
ほ
か
な
ら
ぬ

(
21
)

蔵
人
所
別
当

の
職
掌
で
あ

っ
た
こ
と
、
(
i
i
)

天
皇
の
御
前
に
候
じ
て
い
る

「大
臣
」

自
身
が
蔵
人
所
別
当
に
補
さ
れ
る
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、

の
二
点
か
ら
推
し
て
、
こ
の
文

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
ま
ず
は
蔵
人
所
別
当
を

補
任
し
、
つ
い
で
こ
の
別
当

(「大
臣
」
)
が
、
天
皇

の
も
と
殿
上
人
を
定
め
て
い

く
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
か

っ
た
か
と

の
憶
測
が
成
り
立
ち
得
る
。
而
し
て
そ
う

し
た
憶
測
が
あ
た

っ
て
い
る
こ
と
は
、
次
に
掲
げ
る

『範
国
記
』
長
元
九
年
十
二

(
認
)

月
十
四
日
条
に
よ

っ
て
確
か
め
ら
れ
る
。

以
二
右
大
臣

被
レ
補
二
蔵
人
所
別
当
轟

沖
鮪
破
鵡

箪

(中
略
)
或
人
云
、
所

充
之
次
、
被
レ定
二
蔵
人
所
別
当
℃
而
引
コ
勘
寛
平
九
年

.
延
長
八
年

。
天
慶
九

〔
マ
マ
〕

〔
二
〕

〔
二
〕

年

・
安
和
三
年

・
寛
和
三
年
代
始
昇
殿
宣
旨
へ
皆
以
二
別
宣
旨

一所
レ
被
レ
定
也
。

後
朱
雀
天
皇
が
践
酢
し
て
八
ヶ
月
近
く
が
過
ぎ
た
こ
の
日
、
右
大
臣
藤
原
実
資

が
蔵
人
所
別
当
に
補
任
さ
れ
た
。
あ
る
人
が

い
う

に
は
、
蔵
人
所
別
当
は

「所

充
」
(殿
上
所
宛
)
の
次

い
で
に
補
任
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
と

い
う

(実
際
、
こ
の

日
も
、
蔵
人
所
別
当
が
補
任
さ
れ
た
後
、
殿
上
所
宛
が
行
わ
れ
て
い
る
)。
と
こ
ろ
が

寛
平
九
年

(八
九
七
)
か
ら
寛
和
二
年

(九
八
六
)
に
か
け
て
の
五
代
に
わ
た
る

代
始
め
の
昇
殿
宣
旨
を
引
勘
す
る
と
、
み
な

「別
宣
旨
」
に
よ
っ
て
殿
上
人
が
定

め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の

「別
宣
旨
」
を
ど
う
理
解
す
る
か
が
難
し
い
が
、

(
i
)

こ
の
記
事
全
体
が
蔵
人
所
別
当

の
補
任
時
期
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
、
(
i
i
)

代
始
め
の
昇
殿
定
は
、
践
酢
後
し
ば
ら
く
た

っ
て
か
ら
行
わ
れ
る
所
宛
と
は
異
な

り
、
践
酢
の
当
日
な
い
し
翌
日
に
行
わ
れ
る
の
が

一
般
的
で
あ

っ
た
こ
と
、
の
二

点
を
考
え
あ
わ
せ
る
な
ら
ば
、
こ
の

「別
宣
旨
」
と
は

「別
当
宣
旨
」

の
誤
写
と

(
お
〉

み
る
の
が
お
そ
ら
く
妥
当
で
あ
ろ
う
。
前
掲
し
た

『範
国
記
』

の
後
半
部
分
は
、

「五
代
に
わ
た
る
代
始
め
の
昇
殿
宣
旨
を
引
勘
し
た
ら
、
す
べ
て

「別
当
宣
旨
」

に
よ

っ
て
殿
上
人
が
定
め
ら
れ
て
い
た

(す
な
わ
ち
昇
殿
定
を
行
う
段
階
に
は
、

す
で
に
蔵
人
所
別
当
が
補
任
さ
れ
て
い
た
)」
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

理
解
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
九
世
紀
末
期
か
ら
十
世
紀
八
十
年

代
頃
ま
で
は
、
践
酢
後
最
初
の
昇
殿
定
に
さ
き
だ

っ
て
、
ま
ず
は
蔵
人
所
別
当
が

補
任
さ
れ
、
そ
の
後
こ
の
別
当
が
昇
殿
定
を
行

っ
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
ろ
う
。

よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
殿
上
人
は
天
皇

一
代

一
代
と
結
び

つ
い
た
存
在
で
あ

り
、
新
し
く
天
皇
が
践
酢
す
る
と
、
そ
の
た
び
に
全
員
が
選
び
直
さ
れ
て
い
た
。

右
に
み
て
き
た
昇
殿
定
の
あ
り
方
は
、
蔵
人
所
別
当
が
、
い
わ
ば
そ
う
し
た
新
し

い

「
殿
上
の
世
界
」
の
形
成
に
必
須
の
存
在
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、
い
ま
実
例
を
み
て
い
く
と
、
こ
う
し
た
手
続
き
が
と
ら
れ
た
の
は
、

知
ら
れ
る
限
り
で
は

『範
国
記
』
の
い
う
寛
和
二
年

(九
八
六
)
の
例
を
最
後
に

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
後
は
、
天
皇
が
践
酢
し
昇
殿
定
が
行
わ
れ
て
か

ら
十
数
日
な
い
し
数
ヶ
月
た

っ
た
後
に
、
は
じ
め
て
蔵
人
所
別
当
が
補
任
さ
れ
て

(
泌
)

い
る
。
十

一
世
紀
初
頭
の
実
態
を
伝
え
る
前
田
家
巻
子
本

『北
山
抄
』
巻
第
五
、
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践
酢
抄
、
譲
位
事
や
新
訂
増
補
故
実
叢
書
本

『江
家
次
第
』
巻
第
十
四
、
践
酢
上
、

譲
位
幼
主
儀
に
み
ら
れ
る
践
酢
最
初

の
昇
殿
定
儀
も
、
『西
宮
記
』
と
は
異
な

っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
蔵
人
所
別
当

の
補
任
な
し

に
行
わ
れ
る
儀
式
次
第
と
な

っ
て
い

(25
)

る
。
そ
の
場
合
、
天
皇
と
摂
政

・
関
白
の
も
と
、
ま
ず
は
蔵
人

一
人
を
補
任
し
、

つ
い
で
こ
の
蔵
人
を
通
じ
て
、
他
の
蔵
人
や
殿
上
人
を
定
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い

(26

)

る
。
『西
宮
記
』
の
記
述
は
、
同
書
が
成
立
し
た
十
世
紀
中
葉
以
前
に
行
わ
れ
て
い

た
、
古

い
あ
り
方
を
記
し
た
も
の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

而
し
て
こ
う
し
た
傾
向
は
、
も
う

一
つ
の
昇
殿
定
、
す
な
わ
ち
毎
年
正
月
に
行

わ
れ
る
昇
殿
定
に
も
み
て
と
る
こ
と
が
で
き

る
。
す
な
わ
ち
毎
年
正
月
に
行
わ
れ

る
恒
例
の
昇
殿
定
に
お

い
て
も
、
前
稿
で
述

べ
た
よ
う
に
、
十
世
紀
後
半
以
降
、

蔵
人
所
別
当
は
、
在
任
者
が

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
に
関
与
し
な
く
な

っ

(幻
)

て
い
く
。
こ
う
し
た
変
化
は
、
践
酢
後
最
初

の
昇
殿
定
で
の
変
化
と
ま
さ
に
対
応

し
て
い
る
。

天
皇
の
も
と
、
ま
ず
は
蔵
人
所
別
当
が
補
任
さ
れ
、
そ
の
後
、
こ
の
別
当
が
殿

上
人
を
定
め
て
い
く
、
と

い
う
政
務
構
造
が
壊
れ
た
こ
と

の
意
味
は
大
き
い
。

(
お
)

「殿
上
別
当
」
と
も
称
さ
れ
た
よ
う
に
、
蔵
入
所
別
当
は
、
本
来
、
殿
上
の
世
界

を
統
轄
す
る
存
在
で
あ

っ
た
。
そ
の
別
当
が
、
十
世
紀
後
末
期
以
降
、
天
皇
践
酢

後
す
ぐ
に
は
補
任
さ
れ
な
く
な
り
、
殿
上
を
統
轄
す
る
際
の
要
の
ひ
と

つ
で
あ
る

構
成
員
選
定

(昇
殿
定
)
に
関
与
し
な
く
な

っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事

実
は
、
十
世
紀
後
末
期
以
降
、
蔵
人
所
別
当

の
存
在
が
、
殿
上
世
界
の
形
成
に
必

ず
し
も
必
須

の
存
在
で
は
な
く
な
っ
て
い

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

い
え
る
で

あ
ろ
う
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
原
因
は
様
々
に
考

え
ら
れ
よ
う
が
、
少
な
く
と
も
摂
政

・
関
白
制

の
質
的
展
開
が
そ
の
大
き
な
要
因

と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
動
か
な
い
と
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
。

吉
川
真
司
氏
が
論
じ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
十
世
紀
後
半
頃
か
ら
、
摂
政

・
関

白
、
お
よ
び
天
皇

の
外
戚
は
、
日
常
的
に
内
裏
に
居
住
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ

に
と
も
な
い
彼
ら
と
天
皇
と
の
直
接
的
な
結
合
が
深
ま

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
そ
う
し
た
社
会
関
係
の
変
化
を

一
つ
の
要
因
と
し
て
、
こ
の
時
期
、
摂
政

・

(29
)

関
白
の
機
能
が
太
政
大
臣
の
職
掌
か
ら
独
立
し
て
い
く
。
詳
細
は
今
後
の
研
究
を

待
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
摂
政

・
関
白
の
機
能
は
、
こ
れ
を
機
に
様
々

な
点
で
大
き
く
拡
大
し
た
可
能
性
が
高

い
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
蔵
人
所
別
当
が
関
与
し
な
く
な
る
十
世
紀
後
末
期
以
降
の

昇
殿
定
に
お
い
て
、
別
当
に
替
わ
り
天
皇
の
意
思
形
成
に
関
わ
る
よ
う
に
な

っ
た

の
が
、
摂
政

・
関
白
で
あ

っ
た
。
い
わ
ば
十
世
紀
後
末
期
を
境
に
、
天
皇
の
も
と
、

殿
上
の
世
界
を
実
質
的
に
統
轄
す
る
主
体
が
、
「殿
上
別
当
」
た
る
蔵
人
所
別
当

か
ら
、
摂
政

・
関
白
に
移

っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
も

っ
と
も
、
本

稿
で
強
調
し
た
い
の
は
、
摂
政

・
関
白
制
の
拡
大
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
に
凌

駕
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
蔵
人
所
別
当
の
機
能
に
つ
い
て
で
あ
る
。
以
上
み
て
き

た
事
実
は
、
摂
政

・
関
白
が
置
か
れ
て
い
て
も
、
十
世
紀
中
葉
ま
で
は
、
確
か
に

蔵
人
所
別
当
が
殿
上
世
界
を
統
轄
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の

こ
と
は
ま
た
、
蔵
入
所
別
当
が
、
摂
関
期
の
政
治
体
制
よ
り
も

一
つ
古

い
政
治
体

(
30

)

制
に
合
致
し
た
官
職
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
蔵
入
所
別
当
が
、

十
世
紀
後
末
期
以
降
、
天
皇
践
酢
後
す
ぐ
に
は
補
任
さ
れ
な
く
な
り
、
ま
た
そ
の

機
能
も
、
重
要
と
思
わ
れ
る

一
部
分
が
摂
政

・
関
白
に
奪
わ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
蔵
人
所
別
当
が
形
骸
化
し
て
い
く
傾
向
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
な
お
、
蔵
人
所
別
当
の
補
任
は
、
渡
辺
氏
の
考
察
通
り
、
内
侍
宣
に
よ

っ
て
仰

(31

)

せ
下
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
内
侍
宣
は
、
前
掲

『西
宮
記
』
な
ど
か
ら
、

左
近
衛
陣
に
下
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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そ
の
他
諸
所
別
当
の
補
任

次
に
、
蔵
人
所
別
当
以
外
の
別
当
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
蔵
人
所
別
当
以
外
の

諸
所
別
当
は
、
遅
く
と
も
十
世
紀
初
頭

に
は
、
諸
司

・
諸
寺
別
当
と
と
も
に

「殿

(23

)

上
所
宛
」
で
補
任
さ
れ
て
い
た
。
は
じ
め
に
古
瀬
奈
津
子
氏
の
専
論
を
参
考
に
し

(詔
)

な
が
ら
、
本
稿
に
必
要
な
限
り
で
こ
の

「殿
上
所
宛
」
を
概
観
す
る
。

四
、
五
年
に

一
度
、
天
皇
の
御
前
に
上
卿
が
候
じ
、
諸
司

・
所
々

・
諸
寺
の
別

当
を
定
め
る
行
事
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
を

「殿
上
所
宛
」
と
い
い
、
そ
の
成
立
は
、

お
そ
ら
く
九

・
十
世
紀

の
交
に
求
め
ら

れ
る

(史
料
上
の
初
見
は
延
喜
九
年

〔九

〇
九
〕)
。
殿
上
所
宛
で
は
、
弁
官
が

「
閾
否
勘
文
」
や

「例
文
」
を
、
蔵
人
が
硯

・
筆
や

「続
紙
」
を
準
備
し
、
作
成
さ
れ
た
定
文
は
天
皇
に
奏
上
さ
れ
、
そ
の
後
、

上
卿
か
ら
弁
官
に
下
さ
れ
た
。
定
文
を

下
さ
れ
た
弁
官
は
、
禁
中
の
諸
所
に
は

「詞
」

(口
頭
)
で
、
禁
中
に
は
な

い
諸
所
、
お
よ
び
諸
司

・
諸
寺
に
は
太
政
官
符

・
官
宣
旨
に
よ

っ
て
、
そ
の
結
果
を
伝
達
し
た
。
な
お
、
定
文
は
そ
の
ま
ま
弁
官

局
に
保
存
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
う
し
た
四
、
五
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
通
常
の
殿
上
所
宛
と
は
別
に
、

天
皇
の
践
酢
ま
も
な
く
、
初
度
の
殿
上
所
宛
を
行
う
例
が
、
史
料
上
、
村
上
朝

の

天
慶
九
年

(九
四
六
)
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
通
常

の
殿
上
所
宛

で
は
、
空
席
に

な

っ
て
い
る
別
当
の
み
を
補
任
し
た
が
、
こ
の
初
度
の
所
宛
で
は
す
べ
て
の
別
当

を
補
任
し
直
し
た
。

だ
が
、
こ
う
し
た
殿
上
所
宛
に
よ
る
別
当
の
補
任
も
、
十

一
世
紀
前
半
に
な
る

と
頻
度
が
落
ち
、
十

一
世
紀
中
葉
以
降
、
初
度
の

一
度
し
か
確
認
で
き
な
く
な

っ

て
い
く
。
そ
し
て
こ
の
殿
上
所
宛
と
は
別
に
、
随
時
の
別
当
補
任
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な

っ
て
い
く
。

殿
上
所
宛
の
概
要
は
以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
概
略
的
に
は
屋
上

屋
を
架
す
き
ら
い
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
別
当
制
の
性
格
を
よ
り
正
確
に
理

解
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
い
く
つ
か
の
点
に
わ
た

っ
て
再
考
し
た
い
。

そ
の
第

一
は
、
殿
上
所
宛
を
行
う
機
関
に
つ
い
て
で
あ
る
。
古
瀬
氏
が
指
摘
し

て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
殿
上
所
宛
に
は
い
わ
ゆ
る

「官
方
」
と

「蔵
人
方
」
と
が

関
与
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
そ
こ
で
の
蔵
人
の
役
割
は
、
本
質
的
な
も
の
で
は
な

か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

蔵
人
が
担
当
す
る
の
は
、
硯

・
筆
と
、
所
宛

の
結
果
を
書
き
記
す

「続
紙
」
な

ど
の
準
備
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
殿
上
所
宛
が
清
涼
殿
の
天
皇
御
前
で
行
わ
れ
た
た

め
、
清
涼
殿
を
管
理
し
て
い
る
蔵
人
が
、
そ
の
場
の
備
品
を
準
備
し
た
に
す
ぎ
な

い
。
蔵
人
は
こ
の
点
に
お
い
て
の
み
、
殿
上
所
宛
に
関
与
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
太
政
官
の
関
与
の
仕
方
は
、
そ
れ
と
は
全
く
異
な

っ
て
い
る
。
弁
官
は
、

所
宛
の
前
に

「闘
否
勘
文
」
を
作
成
し
、
「例
文
」
を
準
備
し
、
ま
た
所
宛
が
お

わ
る
と
定
文
を
保
管
し
て
い
る
。
そ
の
伝
宣
も
弁
官
が
行

っ
て
い
る
。
ま
た
上
卿
(
訓
)

は
、
「定
」
を
行
う
主
体
と
し
て
天
皇
の
御
前
に
候
じ
、
執
筆
も

つ
と
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
別
当
の
補
任
と
太
政
官
と
の
関
係
は
、
九
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
も

確
認
す
る
こ
と
が

で
き

る
。
次
に
掲
げ
る

の
は
、
『類
聚
符
宣
抄
』
第
七
、
定

(蕊
)

所

々
別
当
勾
当
預
に
収
め
ら
れ
た
仁
和
元
年

(八
八
五
)
の
奉
勅
上
宣
で
あ
る
。

十
生
蔭
孫
正
七
位
下
多
朝
臣
安
邑

右
、
被
二右
大
臣
宣
一僻
、
奉
レ勅
、
件
人
依
二大
歌
所
申
請

一、
補
下別
当
多
安

守
任
二河
内
大
豫
一之
替
上
已
了
。
宜
レ仰
二
彼
所
一者
。

仁
和
元
年
二
月
廿
五
日

大
外
記
高
丘
五
常
奉

仰
二十
生
近
江
門
雄
一

河
内
大
橡
に
任
じ
ら
れ
た
別
当
多
安
守
の
替
と
し
て
、
本
所

(大
歌
所
)
の
申

請
に
よ
り
、
十
生
多
安
邑
を
新
た
な
別
当
に
補
任
し
た
。
こ
の
旨
を
本
所
に
仰
せ

よ
、
と
い
う

の
が
こ
の
宣
旨
の
内
容
で
あ
る
。
宣
旨
そ
の
も
の
は
、
奉
者
と
な

っ
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て
い
る
外
記

へ
の
命
令
で
あ
り
、
こ
れ
を
奉
じ
た
外
記
は
大
歌
所
に
そ
の
旨
を
伝

達
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。
は
た
し
て
こ
の
宣
旨

の
奥

に
は

「仰
二
十
生
近
江
門

雄

一」
と

い
う
注

記
が
付
さ
れ

て
お
り
、
外
記
は
確

か
に
大
歌

所

の
職
員

に

「仰
」
せ
て
い
る
。
諸
先
学
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
上
宣

の
口
頭
伝
達
は
、

九

・
十
世
紀

の
交
以
降
、
弁
官
と
外
記
と
に
よ

っ
て
分
掌
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、

(鍾

そ
れ
以
前

の
九
世
紀
に
は
、
主
と
し
て
外

記
の
み
に
よ

っ
て
担
わ
れ
て
い
た
。
右

の
宣
旨
は
、
そ
う
し
た
九
世
紀
の
実
態
を
伝
え
る

一
例
と
い
え
る
。
現
在

の
と
こ

ろ
こ
の

一
例
し
か
挙
げ
ら
れ
な
い
が
、
他

の
諸
所

へ
の
口
頭
伝
達
に
お
い
て
も
お

そ
ら
く
同
様
な
手
続
き
が
と
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
伝
達
経
路

に
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
諸
所
別
当
の
補
任
は
、
九
世
紀
に
お
い
て
も
や
は
り
太

政
官
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、

こ
こ
か
ら
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
は
、
諸
所
別
当
の
補
任
、
ひ
い
て
は
殿
上
所
宛
が
、
本
質
的
に

太
政
官
機
構
に
よ

っ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
所
々
別
当
の
母
体

(
留
)

が
、
天
皇
と
人
格
的
に
結
び
付

い
た
近
臣

で
あ

っ
た
こ
と
を
こ
こ
で
想
起
す
る
な

ら
ば
、
結
局
、
所

々
別
当
制
と
は
、
天
皇

と
近
臣
と
の
関
係
を
、
太
政
官
を
通
じ

(
38
)

て

一
つ
の
制
度
に
編
成
し
た
も
の
で
あ

っ
た
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
除

目
や
月
奏
に
際
し
、
文
書
を
蔵
入
所
に
提
出
し
て

い
た
よ
う
な
新
し

い
諸
所
で

あ

っ
て
も
、
そ
の
別
当
は
、
太
政
官
を
通
じ
て
補
任
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
次
に
考
え
た

い
の
は
、
殿
上
所
宛
と
は
別
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
、
臨
時
の
補
任
に
つ
い
て
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
殿
上
所
宛
は
、
十

一
世
紀
前
半
以
降
、
開
催
さ
れ
る
頻
度

が
落
ち
て
い
く
。
こ
う
し
た
事
実
は
、
こ
の
時
期
以
降
、
別
当
制
総
体
に

一
定
程

度

の
形
骸
化
が
進
ん
だ
こ
と
を
強
く
示
唆

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
う

し
た
な
か
に
あ

っ
て
、
古
瀬
氏
も
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
諸
所
別
当
を
補

任
す
る
も
う

一
つ
の
方
法
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

画

所

左
衛
門
権
佐
藤
原
朝
臣
為
房

作
物
所

左
衛
門
少
尉
藤
原
隆
時

御
厨
子
所

左
衛
門
少
尉
藤
原
隆
時

内
酒
殿

蔭
孫
高
階
敦
遠

御
書
所

越
前
大
縁
藤
原
実
義

薬

殿

左
兵
衛
少
尉
高
階
基
実

内
蟄
殿

治
部
少
丞
源
俊
兼

応
徳
三
年
八
月
十
二
日

蔵
人
左
衛
門
権
佐
藤
原

〔朝
臣
奉
脱
〕

右
は
、
『朝
野
群
載
』
巻
第
五
、
朝
儀
下
に
収
め
ら
れ
た
、
画
所
以
下
の
別
当

(39

)

補
任
を
伝
え
る

「蔵
人
宣
旨
書
」
で
あ
る
。
こ
の
宣
旨
が
下
さ
れ
た
応
徳
三
年

(
一
〇
八
六
)
に
は
殿
上
所
宛
が
行
わ
れ
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
こ
の

と
き
の
補
任
は
、
殿
上
所
宛
と
は
連
動
し
て
い
な
い
随
時

・
臨
時

の
も

の
と
考
え

(
⑳
)

ら
れ
る
。
蔵
人
宣
旨
書
に
よ
る
こ
う
し
た
随
時
の
諸
所
別
当
補
任
は
、
も
う

一
件

寛
治
元
年

(
一
〇
八
七
)
十
二
月
二
十
六
日
の
御
書
所
別
当
補
任
の
例
が
知
ら
れ

(41
)
る
。と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
随
時
の
諸
所
別
当
補
任
で
は
、
勅
命
が
蔵
人
宣
旨
書
と
し

て
紙
に
固
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
勅
命
は
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
下
達
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
、
蔵
人
宣
旨
書
と
し
て
固
定
さ
れ
た
勅
命
は
、
必
ず

(望

し
も
最
後
ま
で
蔵
人
方
経
由
で
伝
達
さ
れ
る
と
は
限
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
諸
所
別
当
の
補
任
を
伝
え
る
蔵
人
宣
旨
書
に
関
し
て
は
、
そ
の
後
も
蔵

人
方
経
由
で
伝
達
さ
れ
た
と
み
て
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
、

院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
頭
頃
の
あ
り
方
を
伝
え
る
と
み
ら
れ
る

『伝
宣
草
』
附

(姶
)

載

「諸
宣
旨
事
」
の
蔵
人
方
宣
旨
項
を
み
る
と
、
右
に
掲
げ
た
応
徳
三
年
の
蔵
人

宣
旨
書
に
み
え
る
画
所

・
作
物
所

・
御
厨
子
所

・
内
酒
殿

・
御
書
所

・
薬
殿

,
内

賛
殿
に
楽
所
を
加
え
た
計
八
ヶ
所
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
別
当
の
補
任
は

「蔵
人
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方
宣
旨
」
に
よ

っ
て
伝
達
さ
れ
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
こ
れ
ら
八
ヶ
所
の
別
当
の
補
任
が
、
最
後
ま
で
蔵
人
方
経
由
で
伝
達
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
あ
わ

せ
て
、
「諸
宣
旨
事
」
に
規
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
上
記
八
ヶ
所
の
別
当
は
、
当
時
、
蔵
人
方
宣
旨
に
よ

っ
て
補
任
さ

れ
る
こ
と
が

一
般
的
に
な

っ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
数
多
く
あ
る
所
々
の
う
ち
、
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
八
ヶ
所

の
み(必
)

が
、
随
時
、
蔵
人
方
宣
旨
に
よ

っ
て
補
任
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
か

つ
て
、
こ
れ
ら
の
諸
所
は
い
わ
ゆ
る

「陣
中
所

々
」

で

あ
り
、
こ
の

「陣
中
所
々
」
こ
そ
が

「
蔵
人
方
の
所
々
」
で
あ
る
、
と
い
う
理
解

(
妬
)

が
な
さ
れ
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
し
か
し

「陣
中
」
と
は

「近
衛
陣
内
」
、
す
な
わ

(
妬
)

ち
閤
門
内
の

「禁
中
」
を
指
し
、
い
ま
問
題
と
し
て
い
る
八
ヶ
所
の
う
ち
画
所

・

(
〃
)

楽
所
等
は
そ
こ
か
ら
は
ず
れ
て
し
ま
う
。
す
な
わ
ち
、
蔵
人
方
宣
旨
に
よ

っ
て
随

時
別
当
が
補
任
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

八
つ
の
諸
所
は
、
陣
中

(禁
中
)
と

い
う

場
で
は
括
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ

る
。
し
か
ら
ば
、
こ
の
八
ヶ
所
の
性
格
は

如
何
。
実
は
こ
の
八
ヶ
所
は
、
す
べ
て
蔵
人
を
別
当
と
す
る
新
型
の
諸
所
ば
か
り
な
の

で
あ
る
。
実
際
、
応
徳
三
年
の
蔵
人
宣
旨
書
で
各
所
の
別
当
に
補
任
さ
れ
て
い
る

延
べ
七
名
を
検
す
る
と
、
『職
事
補
任
』
な
ど
に
よ

っ
て
、
み
な
蔵
人
で
あ
る
こ

(
娼
)

と
が
確
認
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
蔵
人
方
宣
旨
に
よ

っ
て
随
時
に
別
当
が
補
任
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
諸
所
の
組
分
け
は
、
そ
の
所
が
置
か
れ
た
場
の
性
格
に
よ
る
も

の
で
は
な
く
、
所
の
類
型
、
お
よ
び
別
当
の
属
性
に
よ
る
も
の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
蔵
人
方
宣
旨
に
よ
る
随
時

の
別
当
補
任
は
、
い
つ
頃
か
ら
行
わ
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る

の
が
、

『親
信
卿
記
』
天
延
二
年

(九
七
四
)
正
月
十
八
日
条
で
あ
る
。
当
時
六
位
蔵
人

で
あ

っ
た
記
主
平
親
信
は
、
こ
の
日
、
御
厨
子
所
の
別
当
を

つ
と
め
る
よ
う
、
蔵

人
頭
か
ら
仰
せ
下
さ
れ
て
い
る
。
蔵
人
頭
が
奉
勅
し
て
蔵
人
方
宜
旨
を
し
た
た
め
、

そ
れ
を
施
行
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
際
、

但
至
二干
宣
旨
、
諸
所

一
度
可
レ下
之
由
、
内
大
臣
殿
被
レ仰
レ之
。

と
し
て
、
後
日
あ
ら
た
め
て
殿
上
所
宛
が
開
か
れ
、
そ
の
と
き
正
式
な
宣
旨
が
下

さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
確
か
に
そ
の
後
、
五
月
二
十
三
日
に
な

っ
て
殿
上
所
宛

が
行
わ
れ
、
親
信
は
こ
の
と
き
に
慶
賀
を
奏
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
と

き
の
別
当
補
任
は
、
殿
上
所
宛
の
開
催
を
前
提
に
し
て
い
た
も
の
だ

っ
た
の
で
あ

り
、
そ
の
点
に
お
い
て
、
前
に
み
た
よ
う
な
蔵
人
方
宣
旨

の
み
に
よ
る
随
時
の
補

任
と
は
異
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
殿
上
所
宛

の
開
催
頻
度
が
下
が
る
ご
と
に
、

随
時
の
仮
補
任
は
殿
上
所
宛
と

の
連
携
性
を
失

い
、

い
ず
れ
は
蔵
人
方
宣
旨
の
み

に
よ
る
か
に
み
え
る
補
任
に
行
き

つ
く
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
こ

の
天
延
二
年

の
例
は
、
蔵
人
方
宣
旨
に
よ
る
随
時

の
別
当
補
任
の
初
見
例
と
み
な

し
て
よ
く
、
し
た
が

っ
て
こ
う
し
た
補
任
方
式
は
、
す
で
に
十
世
紀
後
半
に
は
始

ま

っ
て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
論
理
上
、
こ
う
し
た
補
任
方
式
は
さ
ら

に
さ
か
の
ぼ

っ
て
、
殿
上
所
宛
が
成
立
し
た
十
世
紀
初
頭
に
は
行
わ
れ
て
い
た
可

能
性
も
十
分
存
す
る
よ
う
に
思
う
が
、
そ
の
点
は
後
述
す
る
こ
と
に
し
た

い
。

と
も
あ
れ
、
殿
上
所
宛
は
、
十

一
世
紀
前
半
以
降
、
開
催
さ
れ
る
頻
度
が
落
ち

る
。
そ
の
背
景
に
は
、
お
そ
ら
く
別
当
制
総
体

の
形
骸
化
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
う
し
た
な
か
に
あ

っ
て
、
こ
こ
ま

で
み
て
き
た
よ
う
に
、
蔵
人
が
補
任
さ

れ
る
新
し
い
所
の
別
当
は
、
そ
の
後
も
随
時
、
殿
上
所
宛
と
は
別
に
補
任
さ
れ
て

い
く
。
こ
の
こ
と
は
、
十

一
世
紀
後
半
段
階
に
い
た

っ
て
も
、
蔵
人
が
別
当
と
な

る
新
型
の
諸
所
で
は
、
比
較
的
別
当
制

の
内
実
が
保
た
れ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ

せ
る
。
そ
の
際
注
意
し
た
い
の
は
、
そ
れ
が
太
政
官

の
関
与
し
な

い
蔵
人
方
宣
旨

に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
新
型

の
諸
所
は
、
除
目
や

月
奏
に
際
し
て
は
蔵
人
所

の
管
轄
下
に
あ

っ
た
も

の
の
、
そ
の
別
当
は
、
旧
型
の
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諸
所
と
同
様
、
太
政
官
を
通
じ
て
補
任
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
新
し
い
諸
所
の

別
当
が
、
こ
こ
に
い
た

っ
て
太
政
官
の
も
と
か
ら
実
質
上
抜
け
だ
し
、
蔵
人
所
を

通
じ
て
補
任
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
新
型
の
諸
所
は
、
別
当
と
も
ど

も
、
ほ
ぼ
完
全
に
蔵
人
所
の
管
轄
下
に
は

い
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。

最
後
に

一
点
附
言
す
る
。
本
節
で
は
こ
こ
ま
で
、
殿
上
所
宛
の
開
催
頻
度
が
低

下
す
る
こ
と
を
も

っ
て
、
別
当
制

の
形
骸
化
を
論
じ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
も
そ

も
殿
上
所
宛
と
い
う
儀
が
成
立
す
る
こ
と
自
体
、
す
で
に
別
当
制
が

一
定
程
度
の

形
骸
化
、
な
い
し
形
式
化
を
は
じ
め
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な

い
だ

ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
殿
上
所
宛
と
は
、
と
ど
の
つ
ま
り
、
別
当

の
欠
員
を
、
四
、

五
年
に

一
度

い
っ
せ
い
に
補

っ
て
い
く
儀

の
謂
い
で
あ
り
、
そ
こ
に
伺
わ
れ
る
の

は
、
各
所
の
別
当
が
常
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
ず
し
も
求
め
ら
れ
て
い
な
い
状

況
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
形
骸
化
と

い
う
の
は
言

い
過
ぎ
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、

別
当
制
に

一
定
の
形
式
化
が
は
じ
ま

っ
て

い
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
確
か
な
こ
と
と
思

わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
蔵
人
所
別
当
を
除
い
た
諸
所
別
当
に
お
い
て
は
、
(
一
)
九

・
十
世

紀
の
交
、
(
二
)
十

一
世
紀
前
半
、
を
二
つ
の
画
期
に
し
て
、
形
式
化

・
形
骸
化
が
進

ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
(
二
)
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
を

「院
政
期
」
と

(49

)

み
る
理
解
も
存
す
る
け
れ
ど
も
、
十

一
世
紀
前
半
と
は
後

一
条
朝
前
半
で
あ
り
、

(
50

)

む
し
ろ
こ
れ
は
摂
関
期
と
み
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
さ
き
に
検
討
し
た
蔵
入
所
別
当

の
例
も
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
、
十
世
紀
後
末
期
か
ら
十

一
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
す

な
わ
ち

い
わ
ゆ
る
摂
関
期
に
、
所
々
別
当
制
は
形
骸
化
の
傾
向
を
は

っ
き
り
み
せ

る
よ
う
に
な
る
、
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
所
々
別
当
制
総
体
が
十
全
に
機

能
し
て
い
た
時
期
は
、
摂
関
期
よ
り
も
前

に
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ

る
。

と
こ
ろ
で
、
殿
上
所
宛
が
成
立
し
て
ま
も
な

い
延
喜
年
間
、
蔵
人
所
の
実
務
細

則
を
定
め
た

「蔵
人
所
延
喜
例
」
が
ま
と
め
ら
れ
、
そ
の
な
か
に
、
所
々
に
関
す

る
重
要
な
情
報
が
適
記
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。
こ
こ
か
ら
あ
る
い
は
、
や
は
り
九

・
十
世
紀
の
交
以
降
、
所

々
は
蔵
人
所
に

「統
括
」
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
を
ど
う
解
し
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
章
を
あ

ら
た
め
て
考
え
た

い
。

第
三
章

所
々
別
当
と
蔵
人
所

十
世
紀
初
頭
の
延
喜
年
間

(九
〇

一
-
九
二
二
)、
蔵
人
の
職
務

・
作
法
、
お

よ
び
蔵
人
が
関
わ
る
儀
式
の
次
第
、
ま
た
そ
の
実
務
細
則
な
ど
を
定
め
た
法
令
集

が

つ
く
ら
れ
た
。
「延
喜
蔵
人
式
」
と

「蔵
人
所
延
喜
例
」
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

「
延
喜
蔵
人
式
」
は
、
近
年
、
西
本
昌
弘
氏
に
よ

っ
て
発
見
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、

こ
の
貴
重
な
発
見
に
よ

っ
て
、
従
来
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た

「蔵
人
所
延
喜

(51

V

例
」
の
重
要
性
も
、
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

(砿
)

と
こ
ろ
で
、
天
理
図
書
館
所
蔵

『拾
芥
抄
』
中
、
宮
城
部
第
十
九
、
所
々
を
ひ

も
と
く
と
、
そ
こ
に
は
所
々
に
関
す
る
様
々
な
情
報
が
摘
記
さ
れ
て
い
る
。
而
し

て
そ
の

「所
々
」
と
い
う
項
目
名

の
下
に
は
、
「或
本

蔵
人
所
延
木
例
」
と

い

う
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
注
記
に
注
目
さ
れ
た
西
本
氏
は
、
『拾
芥
抄
』

の
各
項
目
名
の
あ
と
に
は
出
典
史
料
名
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
さ
れ
、
こ
の
場
合
の
注
記
も
、
当
該
項
目
の
記
述
が

「蔵
人
所
延
喜
例
」
に
も

と
つ

い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
と
認
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
し
か

り
と
す
れ
ば
、
所
々
の
重
要
な
情
報
が

「蔵
人
所
延
喜
例
」
に
摘
記
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
な
る
か
ら
、
蔵
人
所
に
よ
る
所
々
の

「統
括
」
は
延
喜
段
階
に
は
完
成
し

て
い
た
と
論
じ
ら
れ
、
ま
た
蔵
人
所
の
機
能
の
再
編
と
強
化
は
延
喜
年
間
に
急
速
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(53

)

に
進
ん
だ
、
と
想
定
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
西
本
氏
の
議
論
は
明
確

で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
疑
点
を
残
し
て
い
な

い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
、
非
力
を
か
え
り
み
ず
、

い
さ
さ
か
再
考

を
さ
し
は
さ
み
た
い
と
思
う
。

1

拾
芥
抄

・
西
宮
記

・
蔵
人
所
延
喜
例

再
考
は
、
『拾
芥
抄
』
の
史
料
批
判
か
ら
は
じ
め
る
。
『拾
芥
抄
』
全
三
冊

(上

・
中
・
下
)
の
古
写
本
、
お
よ
び
そ
れ

に
類
す
る
写
本
は
、
現
在
ま

で
に
計
九
本

が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
松
井
簡
治
氏
や
和
田
英
松
氏
以
来
、

(54

)

貴
重
な
検
討
が
加
え
ら
れ
て
き
た
。
い
ま
、
そ
う
し
た
諸
先
学
の
業
績
に
導
か
れ

な
が
ら
、
あ
ら
た
め
て
こ
れ
ら
写
本
を
調
査
す
る
と
、
冊
ご
と
に
伝
写
過
程
を
異

に
す
る
、
い
わ
ゆ
る
取
り
合
わ
せ
本
が
少
な
く
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
こ
で
、

こ
の
冊
ご
と
に
検
討
を
加
え

て
み
る
と
、
本
稿
に
必
要
な
第
二
冊
分
は
、
構
成

・

内
容

・
奥
書
な
ど
か
ら
、
お
お
む
ね
以
下
の
三
つ
の
系
統
に
整
理
で
き
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

(
騙
)

A

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
本(56
)

B

京
都
御
所
東
山
御
文
庫
所
蔵
本
系
統
の
諸
本

(
57

)

C

京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
系
統
の
諸
本

〔
喜
〕

こ
の
う
ち
、
い
ま
問
題
と
し
て
い
る

「或
本

蔵
人
所
延
木
例
」
と

い
う
注
記

(58
)

が
み
ら
れ
る
の
は
、
B
と
C
の
系
統
に
属
す
る
諸
本
で
あ
り
、
A
系
統
と
し
た
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
本

(以
下
、
史
料
編
纂
所
本
と
略
称
す
る
)
に
は
、
そ
う

し
た
記
述
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
以
下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ

て
い
こ
う
。

B
系
統
は
、
古
写
本
で
は
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
本

(以
下
、
天

理
本
と
略
称
す
る
)
を
は
じ
め
と
す
る
計

五
本
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
す
べ
て
甘
露

(
59
)

寺
親
長
の
書
写
本
か
ら
出
る
も
の
で
あ
る
。
京
都
御
所
の
東
山
御
文
庫
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る

「拾
芥
抄
」
(以
下
、
東
山
御
文
庫
本
と
略
称
す
る
)
は
、
新
写
本
で
あ
る

け
れ
ど
も
、
筆
跡
や
花
押
が
親
長
の
も
の
に
か
な
り
よ
く
似
て
い
る
と
い
わ
れ
、

B
系
統

の
祖
本
た
る
親
長
本

の
忠
実
な
写
し
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

(60

)

る
。
そ
こ
で
試
み
に
、
こ
の
東
山
御
文
庫
本
と
、
親
長
本
に
近
し
い
こ
と
が
確
実

(
61

)

で
あ
る
二
本
、
す
な
わ
ち
天
理
本
と
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
本
の
二
本
と
を
比
較

し
て
み
る
と
、
三
者
は
、
字
句
の
異
同
の
み
な
ら
ず
、
文
字
の
誤
認

・
誤
写
の
あ

り
方
な
ど
、
き
わ
め
て
よ
く
似
て
い
る
。
東
山
御
文
庫
本
が
親
長
本
の
忠
実
な
写

本
で
あ
る
こ
と
は
、
ま
ず
確
実
で
あ
ろ
う
。
B
系
統
を
東
山
御
文
庫
所
蔵
本
系
統

と
称
呼
し
た
所
以
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
C
系
統
は
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
の
ほ
か
に
、
国
立
国

会
図
書
館
所
蔵
本
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
石
山
寺
座
主
呆
守
の
書
写
本
か
ら
出
る
も

(62
)

の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
B
系
統

・
C
系
統
の
間
に
は
、
少
な
か
ら
ぬ
小
異
も
存
す
る
が
、
全
体

と
し
て
み
れ
ば
、
諸
点
に
お
い
て
お
お
む
ね

一
致
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
共

通
す
る
祖
本
の
姿
を
比
較
的
忠
実
に
伝
え
て
い
る
と
み
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
本
稿

の
課
題
に
た
ち
か
え

っ
て
、
い
ま
、
こ
の
B

・
C
系
統
の

『拾
芥

抄
』
「所
々
」
項
を
検
討
す
る
と
、
そ
の
記
述
内
容
が
、
前
田
家
巻
子
本

『西
宮

記
』
臨
時
乙
、
所
々
事
の
記
述
に
、
構
成

・
文

・
字
句
に
い
た
る
ま
で
、
き
わ
め

て
よ
く
近
似
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
こ
で
次
に
、
こ
の

『西
宮
記
』
と

『拾
芥
抄
』
の
関
係
箇
所
を
比
較
し
て
み
る
と
、
両
者
は
明
ら
か
に
密
接
な
関
係

を
も
ち
、
か

つ

『西
宮
記
』
の
ほ
う
が
古
態
を
示
し
、
『拾
芥
抄
』

の
同
項
は
、

『西
宮
記
』
な

い
し
そ
の
原
資
料
を
も
と
に
、
後
世
多
く

の
加
除
を
加
え
て
成

っ

た
も
の
、
あ
る
い
は
そ
う
し
て
成

っ
た
も
の
を
原
資
料
と
し
て
編
ま
れ
た
も
の
、

と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
進
物
所
や
校
書
殿
の
項
を
み
る
と
、
両
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者
は
多
く
同
文
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
職

員
構
成
に
つ
い
て
は
、
『西
宮
記
』
は

古
く
か
ら
置
か
れ
て
い
る

「頭

・
執
事
」
等
を
記
し
て
い
る
の
に
対
し
、
『拾
芥

抄
』
で
は
こ
れ
に
替
え
て
、
平
安
時
代
後
末
期
以
降
に
あ
ら
わ
れ
る

「預
」
を
記

(
63
)

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『西
宮
記
』
「
所
々
事
」
項
と
B

・
C
系
統
の

『拾
芥

抄
』
「所
々
」
項
と
の
問
に
は
、
明
ら
か
に
親
類
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
事
実
を
確
認
し
た
上
で
、
こ
れ
ま
で
ふ
れ
て
こ
な
か

っ
た
A
系
統
の

史
料
編
纂
所
本

『拾
芥
抄
』
に
目
を
移
そ
う
。
こ
の
史
料
編
纂
所
本
は
、
諸
本
の

な
か
で
も
最
も
古

い
南
北
朝
時
代
前
後

の
書
写
に
か
か
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
構

成
や
記
述
内
容
に
お
い
て
、
B

・
C
系
統

の
諸
本
と
大
き
く
様
相
を
異
に
し
て
い

る
。
残
鉄
に
し
て
書
名
を
明
示
す
る
も
の
が
な
い
た
め
、
こ
れ
ま
で

『拾
芥
抄
』

の
古
撰
本
で
あ
る
可
能
性
が
強
く
示
唆
さ
れ
つ
つ
も
、
そ
の
性
格
に
つ
い
て
は
確

(64
)

言
さ
れ
る
機
会
が
少
な
か

っ
た
。
と
こ

ろ
が

い
ま
、
こ
の
史
料
編
纂
所
本

の

(65
)

「所

々
事
」
項

に
つ
い
て
、
『西
宮
記
』
同

項
お
よ
び
B

・
C
系
統

『拾
芥
抄
』

「所

々
」
項
と
比
較
す
る
と
、
史
料
編
纂
所
本
は
、
文

・
字
句

の
加
除
等

の
諸
点

に
お

い
て
、
明
ら
か
に

『西
宮
記
』
と
B

・
C
系
統

『拾
芥
抄
』

の
中
間
に
位
置

す
る
様
態
と
な

っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
大
歌
所
の
項
を
み
る
と
、
史
料
編
纂
所
本

〔
マ
マ
〕

は
、
『西
宮
記
』
の
記
述
か
ら

「師

・
和
受
歌
師

・
十
生
」
「供
奉
時
、
給
食

酒

米
」
等
の
文
字
を
削
り
、
別
に

「給
」
の
文
字
を
文
中
に
加
え
た
か
た
ち
と
な

っ

て
い
る
が
、
B

・
C
系
統
の

『拾
芥
抄
』
は
、
そ
う
し
た
史
料
編
纂
所
本
の
文
面

そ
の
ま
ま
に
、
さ
ら
に

「上
西
門
内
也
」
と

い
う
字
句
を
本
文
中
に
加
え
る
こ
と

(
66

)

で
成

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
類
例
は
枚
挙

に
逞
が
な

い
。
ま
た

『西
宮
記
』
と
史

料
編
纂
所
本
の
酒
殿
の
項
を
み
る
と
、
そ
こ
に
は
酒
殿
の
所
在
に
つ
い
て
の
記
述

が
な
く
、
史
料
編
纂
所
本
が

「在
所
、
可
レ
勘
」
と
傍
記
し
て
い
る
の
に
対
し
、

B

・
C
系
統

の

『拾
芥
抄
』
で
は
そ
う
し
た
傍
記
が
な
く
、
本
文
中
に

「在
二
外

記
庁
東
一」
と
所
在
が
明
記
さ
れ
る
に
い
た

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
史

料
編
纂
所
本

『拾
芥
抄
』
「所
々
事
」
項
が
、
『西
宮
記
』
の
同
項
、
な

い
し
そ
の

原
資
料
を
も
と
に
形
成
さ
れ
、
こ
れ
に
手
が
加
え
ら
れ
て
B

・
C
系
統
の

『拾
芥

(研
)

抄
』
同
項
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
全
面
的
な
検
討
は
後
日
を
期

さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
史
料
編
纂
所
本
が

『拾
芥
抄
』

の
古
撰
本
な
い
し
稿
本
の

姿
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
確
実
な
と
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
こ
と
は
ま
た
、
『拾
芥
抄
』
「所
々
(事
)」
項
の
現
在
知
ら
れ
る
最
も
古

い
形

態
が
、
『西
宮
記
』
の
そ
れ
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
も
し

『拾
芥
抄
』
「所

々
」

項
に
付
せ
ら
れ
た

「或
本

蔵
人
所
延
木
例
」
と
い
う
注
記
を
信
じ
る
に
し
て
も
、

実
際

の

「蔵
人
所
延
喜
例
」
の
記
述
内
容
そ
の
も

の
は
、
『西
宮
記
』

の
記
述
に

近

い
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

さ
て
、
は
じ
め
に
ふ
れ
た
よ
う

に
、
現
存
す
る
古
写
本
を
検
討
す
る
と
、
「或

本

蔵
人
所
延
木
例
」
と

い
う
注
記
が
み
ら
れ
る
の
は
、
B

・
C
系
統

の
諸
本

(以
下
、
現
行
本

『拾
芥
抄
』
と
称
す
る
)
に
限
ら
れ
、
史
料
編
纂
所
本

『拾
芥
抄
』

(以
下
、
古
撰
本

『拾
芥
抄
一
と
称
す
る
)
に
は
そ
う
し
た
記
述
を
見
出
せ
な
か

っ
た
。

す
な
わ
ち
こ
の
注
記
は
、
古
撰
本
成
立
以
降
の
伝
写

・
改
訂
過
程
に
お
い
て
追
記

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も

「或
本

蔵
人
所
延
木
例
」
と

い
う
表
現
は
、
「あ
る
写
本
で
は
こ

れ
を
蔵
人
所
延
喜
例
と
し
て
い
る
」
程
度
に
理
解
す
る
の
が
穏
当
と
思
わ
れ
、
し

た
が

っ
て
あ
く
ま
で
そ
れ
は
校
合
注
で
あ

っ
て
、
出
典
史
料
名
を
注
記
し
た
も
の

と
は
読
め
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
『拾
芥
抄
』
「所
々
」
項
の
記
述
は
、
「蔵
人
所

延
喜
例
」
に
も
と
つ
い
た
も
の
で
あ
る
と
は
、
必
ず
し
も
即
断
で
き
な
い
こ
と
に

な
ろ
う
。
B

・
C
系
統
に
つ
な
が
る

『拾
芥
抄
』

の
書
写
者
な
い
し
改
訂
者
が
、

そ

の
作
業
過
程
で
校
合
に
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
、
我

々
の
知
り
え
な

い

「或

本
」
の
記
載
を
信
じ
る
限
り
に
お
い
て
の
み
、
こ
の
部
分
が

「蔵
人
所
延
喜
例
」
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に
も
と
づ
く
も

の
で
あ

っ
た
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
我
々
は
、
『拾
芥
抄
』
の
こ
の
部
分
の
記
述
、
ひ
い
て
は
そ
の
原
型

た
る

『西
宮
記
』
同
項

の
記
述
に
つ
い
て
、
そ
れ
が

「蔵
人
所
延
喜
例
」
に
も
と

つ
い
た
も

の
で
あ
る
可
能
性
を
認
め
つ
つ
も
、
あ
え
て
慎
重
に
も
、
こ
れ
を

「蔵

人
所
延
喜
例
」
と
し
て
は
扱
う
べ
き
で
は
な

い
の
だ
ろ
う
か
。

結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
こ
れ
ま

で
の
行
論
に
逆
行
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
本
稿

で
は
必
ず
し
も
そ
う
し
た
立
場
に
は
立
た
な

い
。
以
下
述
べ
る
よ
う
に
、
『拾
芥

抄
』
「所

々
(事
)」
項
の
原
型
た
る

『西
宮
記
』
同
項

の
記
述
は
、
や
は
り

「蔵

人
所
延
喜
例
」
を
も
と
に
成

っ
た
も
の
と
推
断
し
て
、
お
そ
ら
く
大
過
な

い
も
の

と
考
え
る
の
で
あ
る
。
か
よ
う
に
判
断
す
る
根
拠
は
、
『西
宮
記
』
「所
々
事
」
項

に
み
ら
れ
る
独
特
な
表
記
法
と
、
そ
の
記
述
内
容
に
あ
る
。

前
田
家
巻
子
本

『西
宮
記
』
同
項
か
ら
、
画
所

・
作
物
所

・
楽
所
に
つ
い
て
の

記
載
を
抜
き
出
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

画
轟

議

蜘
内
東
瞳

御
書
所
南
寮

別
当
難

.
預
.
墨
画
及
分
内
臨
吊
熟

作

物

所

在
二
進
物
所

西

コ
有
二
別
当

頭

・
預
、
熟
食

℃
同
二
画
所

℃

楽

所

在
二
桂

芳
坊

笥
有
二
別
当

姫
雌

.
六
位

・
預
、
熟
食

℃

(下
略
)

そ
れ
ぞ
れ
、
は
じ
め
に
各
所
の
所
在
が
記
さ
れ
、

つ
い
で
職
員
構
成
や
熟
食

の

有
無
等
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
注
目
し
た

い
の
は
、
職
員
構
成
を
説
明
す
る
際
の
、

蔵
人
頭
の
扱

い
方

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
右
掲
三
ヶ
所
の
記
述
を
み
る
と
、
「有
別

当
」
と

い
う
字
句

の
も
と
、
別
当
に
任

じ
ら
れ
る
べ
き
者
の
官
職
が
細
字
で
記
さ

れ
て
い
る
。
画
所
で
は

「五
位
蔵
人
」

で
あ
り
、
作
物
所
で
は

「頭
」
で
あ
り
、

楽
所

で
は

「五
位

・
六
位
蔵
人
」
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
作
物
所
の

「頭
」

と
は
、
前
後
の
例
よ
り
、
作
物
所

の

「頭
」
で
は
な
く
、
蔵
人
所
の

「頭
」
を
指

(
68

)

し

て

い

る
と

考

え

ら

れ

る

(そ
も

そ
も
作

物
所

に
は

「
頭
」
は
存
在

し
な

い
)
。

実

例

で
も
、
確
か
に
作
物
所
の
別
当
に
は
、
お
お
む
ね
蔵
人
頭
が
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
作
物
所
の
別
当
を
説
明
す
る
な
か

で
、
何

の
こ
と
わ
り
も
な
く
、

「頭
」

一
字
を
も

っ
て
蔵
人
頭
の
意
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

い
う
ま

で
も
な
く
、
「頭
」
を
職
員
に
も

つ
所
は
蔵
人
所
に
限
ら
れ
て
い
な

い
。

内
竪
所
を
は
じ
め
、
校
書
殿
や
進
物
所
に
も

「頭
」
は
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、

『西
宮
記
』
同
項
に
は
、
そ
う
し
た
所
の

「頭
」
も
、
蔵
人
所
の

「頭
」
と
対
等

な
か
た
ち
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
項
目
内
に
あ

っ
て
、
作
物
所
の
別
当

を
説
明
す
る
際
に
、
何
の
こ
と
わ
り
も
な
く
、
「頭
」

一
字
を
も

っ
て
蔵
人
頭

の

意
と
し
て
い
る
の
は
、
き
わ
め
て
特
異
な
こ
と
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。

同
様

の
例
は
、
「宿
所
」
に
関
す
る
記
述

の
な
か
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

(
69

)

「所
々
事
」
項
に
は

「宿
所
」
と

い
う
小
項
目
名

の
も
と
、

一
上
や
近
衛

・
兵
衛

府

の
高
官
に
並
ん
で
、
「頭
」
の
宿
所
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
付
さ
れ
た

説
明
か
ら
、
こ
の

「頭
」
が
蔵
人
頭
の
意
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
こ
こ
で

も
や
は
り
、
蔵
人
頭

の
こ
と
を

「頭
」

一
字
で
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ

も
、
「頭
」
が
置
か
れ
て
い
る
様
々
な
所
々
が
列
記
さ
れ
て
い
る
項
目
内
で
、

一

上
や
衛
府

の
高
官
と
並
ん
で
、
突
然
、
「頭
」
(蔵
人
頭
)
の
宿
所
が
説
明
さ
れ
て

い
る
こ
と
自
体
、
い
さ
さ
か
奇
妙
に
映
る
。

こ
れ
ら
の
諸
事
実
は
、
こ
の

「所

々
事
」
項
全
体
が
、
も
と
も
と
蔵
人
の
た
め

に
成
さ
れ
た
記
述
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
す
べ
て
整
合
的
に
理
解
で
き
る
。
蔵
人

の
た
め
の
記
述
で
あ
れ
ば
、
他
所

の
別
当
を
説
明
す
る
な
か
で
、
「頭
」

一
字
を

も

っ
て
蔵
人
頭
の
意
と
し
て
も
、
ま
た
そ
の

「頭
」

の
宿
所
に
つ
い
て
、
突
然
詳

し

い
説
明
が
行
わ
れ
て
い
て
も
、
特
に
奇
妙
な
こ
と

で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

『西
宮
記
』
「所
々
」
項
が
、
蔵
人
の
た
め
の
記
述
と
な

っ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の

表
記
法
や
記
述
内
容
か
ら
し
て
、
ほ
ぼ
確
か
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
う
し
た
、
何
の
こ
と
わ
り
も
な
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く

「頭
」

一
字
を
も

っ
て
蔵
入
頭
の
意
と
す
る
表
記
法
は
、

一
般
故
実
書
た
る

『西
宮
記
』
の
な
か
で
は
き
わ
め
て
稀
有

で
あ
る
、
と

い
う
点
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
こ
う
し
た
表
記
法
は
、
蔵
人
の
故
実
書
で
あ
る

『侍
中
群
要
』

の
な
か
で
は

よ
く
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
『西
宮
記
』

の
な
か
で
は
、
「天
暦
蔵
人
式
」
を

一

(
70

)

括
引
載
し
た
巻
十
臨
時
丁
、
侍
中
事

(前
田
家
巻
子
本
)
の
部
分
を
除
い
て
は
、

(
71

)

ほ
と
ん
ど
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

こ
の
事
実
は
、
『西
宮
記
』
「所
々
事
」

項
も
ま
た
、
「
天
暦
蔵
人
式
」
を

一
括
引
載
し
た

「侍
中
事
」
項
と
同
じ
く
、
蔵

人
の
た
め
の
何
ら
か
の
記
文
を

一
括
引
載
す
る
か
た
ち
で
成

っ
た
こ
と
を
強
く
示

唆
し
て
い
る
。

し
か
ら
ば
、
こ
の
、
『西
宮
記
』
が
引
載

し
た
蔵
人
の
た
め
の
記
文
と
は
、

一

体
何
で
あ

っ
た
か
。
こ
こ
で
、
『拾
芥
抄
』

「所

々
」
項
に
付
さ
れ
た
校
合
注
、
す

な
わ
ち

「或
本

蔵
人
所
延
木
例
」
と

い
う
記
述
を
想
起
し
た

い
。
こ
の
注
に
い

う

「蔵
人
所
延
木
例
」
と

い
う
の
は
、
蔵
人

の
た
め
の
記
文
と
す
る
の
に
、

い
か

に
も
ふ
さ
わ
し
い
。
こ
の
附
合
は
、
お
そ
ら
く
偶
然
で
は
あ
る
ま

い
。
『拾
芥

抄
』
「所

々
」
項
が

『西
宮
記
』
の
記
述

に
も
と
つ

い
て
お
り
、
そ
の

『西
宮

記
』

の
記
述
は
蔵
入
の
た
め
の
記
文
を
引
載
し
た
も

の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
、
ま
た
、
『拾
芥
抄
』
「所

々
」
項
に

「或
本

蔵
人
所
延
木
例
」
と

い
う
校

合
注
が
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
こ
の
二
点

を
考
え
あ
わ
せ
る
な
ら
ば
、
『西
宮

記
』
が
引
載
し
た
蔵
入
の
た
め
の
記
文
と
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ

「蔵
人
所
延
喜
例
」

で
あ

っ
た
と
み
る
の
が
、
お
そ
ら
く
最
も
妥
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

な
理
由
か
ら
、
本
稿
で
は
、
『西
宮
記
』
「
所

々
事
」
項
は
、
「蔵
人
所
延
喜
例
」

(27

)

を
引
載
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
成

っ
た
も
の
、
と
推
断
し
た
い
と
思
う
。

以
上
、
『拾
芥
抄
』
に
み
え
る

一
つ
の
注
記
を
め
ぐ

っ
て
、
あ
ま
り
に
迂
遠
に

過
ぎ
る
議
論
を
行

っ
て
き
た
。
結
局
、
本
節
の
結
論
は
ご
く
ご
く
単
純
に
し
て
、

次
の
ご
と
く
約
言
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
前
田
家
巻
子
本

『西
宮
記
』
臨
時
乙
、

所
々
事

の
記
述
は
、
お
お
む
ね

「蔵
人
所
延
喜
例
」
を
引
き
写
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
、
し
た
が

っ
て

「蔵
人
所
延
喜
例
」
に
は
、
確
か
に
所
々
の
情
報
が
摘
記
さ

れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
。

2

所
々
と
蔵
人
所
延
喜
例

は
じ
め
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
西
本
氏
は
、
所

々
の
重
要
な
情
報
が

「蔵
人
所

延
喜
例
」
に
摘
記
さ
れ
て
い
た
と
認
定
さ
れ
、
こ
れ
を
論
拠
と
さ
れ
て
、
蔵
人
所

に
よ
る
所
々
の

「統
括
」
は
延
喜
段
階
に
は
完
成
し
て
い
た
と
論
じ
ら
れ
、
ま
た

蔵
人
所
の
機
能
の
再
編
と
強
化
は
、
延
喜
年
間
に
急
速
に
進
ん
だ
も
の
と
想
定
さ

れ
た
。
本
節
で
は
、
こ
う
し
た
西
本
氏
の
視
角
に
学
び
つ
つ
、
延
喜
年
間
以
降
に

お
け
る
蔵
人
所
と
所
々
と
の
関
係
に

つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
た
い
。

「蔵
人
所
延
喜
例
」
に
所

々
の
情
報
が
摘
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
前
節
で
検

討
し
た
ご
と
く
、
ほ
ぼ
確
か
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
蔵
人
所
が
、
延

喜
年
間
に
は
、
所
々
内
部
の
概
要
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
事
実
は
、
き
わ
め
て
注
目
に
値
す
る
。
た
だ
、
そ
こ
か
ら
読

み
と
れ
る
の
は
、
右
述
の
事
柄
の
み
で
あ

っ
て
、
蔵
人
所
が
所
々
を

「統
括
」
し

て
い
た
か
ど
う
か
は
、
ま
た
別
問
題
と
思
わ
れ
る
。

前
稿
以
来
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
所
々
は
、
各
所
の
外
部
に
お
か
れ
た
別
当
に

よ

っ
て
統
轄
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
月
奏

(上
日
奏
)
や
除
目
に
際
し
て
は
、

所

々
は
別
当
に
率

い
ら
れ
つ
つ
、
太
政
官
や
内
侍

・
蔵
人
の
も
と
に
お
か
れ
て
い

た
。
そ
の
際
、
い
わ
ゆ
る
旧
型
の
諸
所
に
つ
い
て
は
、
太
政
官
や
内
侍
が
こ
れ
を

管
轄
し
、
新
型
の
諸
所
に
つ
い
て
は
、
蔵
人
が
管
轄
し
て
い
た
。
新
型
の
諸
所
は

と
も
か
く
、
旧
型
の
諸
所
は
、
官
制
上
、
明
ら
か
に
蔵
人
所
の
も
と
に
は
お
か
れ

て
い
な
か

っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
た
が

っ
て
、
「延
喜
蔵
人
式
」
に

所
々
の
情
報
が
摘
記
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
必
ず
し
も
、
所

々
が
蔵
人
所
に
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よ

っ
て

「統
括
」
さ
れ
て
い
た
、
と
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

も

っ
と
も
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
蔵
人
所
の

「例
」
で
あ
る
は
ず
の

「蔵
人
所

延
喜
例
」
に
、
所
々
全
体
の
情
報
が
摘
記
さ
れ
て
い
た
事
実
は
、
依
然
、
重
要
で

あ
る
。
な
に
ゆ
え

「蔵
人
所
延
喜
例
」
に
、
所
々
全
体
の
情
報
が
摘
記
さ
れ
る
こ

と
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
そ
の
背
景
に
は
、
以
下
に
み
る
よ
う
に
、

所
々
に
対
す
る
蔵
人
の
日
常
的
な
差
配
が
延
喜
年
間
に
は

一
般
的
に
な

っ
た
、
と

い
う
事
実
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
般
に
、
九

・
十
世
紀
の
交
を
境
に
、
内
侍
の
奏
宣
機
能
が
蔵
人
に
よ

っ
て
吸

(
73
)

収
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
か
ね
て
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し

か
れ
ば
、
そ
う
し
た
変
化
に
と
も
な
い
、
所
々
に
対
す
る
日
常
的
な
差
配

(い
わ

ゆ
る

「召
仰
」)
も
、
所

の
新
旧
を
と
わ
ず
、
こ
れ
ま
た
蔵
人
に
よ

っ
て
担
わ
れ
る

よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と

は
、
容
易
に
推
察
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

早
く
菊
池
京
子
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う

に
、
こ
の
こ
と
を
具
体
的
か

つ
典
型
的
に

示
す

の
が
、
前
田
家
巻
子
本

『西
宮
記
』
十

・
十

一
・
十
二
月
の
十

一
月
の
な
か

(拠
)

に
み
え
る
、
大
歌
所
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。

一
、
大
寄
所
録
二可
レ
召
人
名
簿

一付
二
内
侍

一奏
。
返
給
、
内
侍
下

諸

司
刃
近
代
、

蔵
人
奏
下
。

旧
型
の
所
で
あ
る
大
歌
所
は
、
同
所

に
召
す
べ
き
人

(大
歌
人
)
の
名
簿
を
、

本
来
、
内
侍
に
付
け
て
奏
聞
し
、
ま
た
内
侍
は
、
そ
の
奏
聞
後
、
名
簿
を
諸
司
に

下
し
て
召
し
の
意
を
伝
え
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が

「近
代
」
で
は
、

そ
う
し
た
手
続
き
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
内
侍
に
替
わ

っ
て
蔵
人
が
そ
の
任
を

負

っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
大
歌
所
に
関
す
る
蔵
人
の
奏
下
が
、
す
で
に
延

喜
年
間
に
は
行
わ
れ
て
お
り
、
か

つ
そ
れ
が

「蔵
人
所
召
仰
」
と
認
識
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
、
『醍
醐
天
皇
日
記
』
延
喜
十
五
年

(九

一
五
)
十

一
月
二
十
四
日
条

(57
)

の
逸
文
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
嵜
所
以
二大
寄
人
交
名
一付
二預
蔵
人
汽
々
々
奏
下
云
々
。
(中
略
)
各
令
レ
給
二

日

一
日
一云
々
。
是
皆
蔵
人
所
召
仰
云
々
。

こ
の
大
歌
所
の
例
の
よ
う
に
、
十
世
紀
初
頭

の
延
喜
年
間
、
所

々
は
、
そ
の
成

立
の
新
旧
を
と
わ
ず
、
す
べ
て
蔵
人
の
日
常
的
な

「召
仰
」

の
対
象
に
な

っ
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
蔵
人
が
内
侍

の
奏
宣
機
能
を
吸
収
し
て
い
っ
た
時
期
が
九

・
十
世
紀

の
交
で
あ

っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
蔵
人
に
よ
る

「
召

仰
」
が

一
般
化
し
た
の
も
、
お
そ
ら
く
そ
の
頃
の
こ
と
と
し
て
よ
い
。
「蔵
人
所

延
喜
例
」
の
な
か
に
所
々
内
部
の
概
要
が
記
さ
れ
る
に
い
た

っ
た
背
景
に
は
、
こ

う
し
た
、
所
々
に
対
す
る
蔵
人
の

「召
仰
」
の

一
般
化
が
あ

っ
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ

確
か
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

だ
が
繰
り
返
し
確
認
す
れ
ば
、
官
制
上
、
所
々
を
統
轄
し
て
い
た
の
は
、
あ
く

ま
で
各
所
の
別
当
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
う
し
た
所
を
上
か
ら
管
轄
し
て
い
た
の
は
、

旧

い
諸
所
の
場
合
、
太
政
官
や
内
侍
で
あ

っ
た
。
確
か
に
蔵
人
は
所
々
に
対
し
て

「召
仰
」
を
行

っ
て
い
た
が
、
「召
仰
」
の
存
否
が
統
轄
関
係
の
有
無
を
示
す
も
の

で
な

い
こ
と
は
、
例
え
ば
、
大
蔵
省
に
対
し
て
も
蔵
人
の

「召
仰
」
が
及
ん
だ
事

(
驚
)

実
か
ら
確
認
で
き
よ
う
。
口
勅
を
面
前
で
奉
じ
、
あ
る
い
は
ロ
勅
を
奉
じ
な
い
ま

で
も
、
そ
の
意
を
体
し
て
行
わ
れ
る
蔵
人
の

「召
仰
」
は
、
そ
の
性
格
上
、
通
常

の
統
轄
関
係
や
管
轄
関
係
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
実
現
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
九

・
十
世
紀
の
交
以
降
も
、
所
々
は
、
各
所
の
別
当
に
統
轄
さ

れ
、
蔵
人
所
に
よ

っ
て
は
統
轄
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、

蔵
人
所
が
所

々
を
統
轄
し
て
い
た
と
す
る
見
解
は
、

い
ま

一
つ
の
根
強

い
論
拠
を

有
し
て
い
る
。
最
後
に
、
そ
の
点
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
お
く
こ
と
に
し
た

い
。

3

蔵
人
と
蔵
人
所
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前
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
九
世
紀
前
半
ま
で
に
成
立
し
た
旧
い
諸
所
の
別
当
に

は
、
天
皇
と
血
縁
的

・
人
格
的
に
結
び

つ
い
た
殿
上
侍
臣

・
近
衛
次
将
が
宛
て
ら

れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
九
世
紀
後
半
以
降
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
新
し
い
諸
所
に
お

い
て
は
、
そ
の
別
当
に
蔵
人
が
宛
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
新
し
い
諸
所
で
は
、

官
制
上
は
別
当
に
よ
る
統
轄
で
あ

っ
て
も
、
そ
の
内
実
は
別
当
に
任
じ
ら
れ
た
蔵

人
に
よ
る
統
轄
で
あ
る
、
と
い
う
事
態
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
こ

れ
を
も

っ
て
、
少
な
く
と
も
新
型
の
諸
所
は
、
蔵
人
所
に
よ

っ
て
統
轄
さ
れ
て
い

た
、
と
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
こ
れ
を
ど
う
解
し
た
ら

よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
問
題
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。

第

一
点
。
新
し
い
諸
所
の
別
当
に
任
じ
ら
れ
た
蔵
人
は
、
あ
く
ま
で

「別
当
と

し
て
」
、
そ
の
担
当

の
所
を
統
轄
し
て
い
た

の
で
あ
り
、
決
し

て

「蔵
人
と
し

て
」
統
轄
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
中
納
言
や
参
議
が
検
非

違
使
別
当
を

つ
と
め
て
い
る
こ
と
を
も

っ
て
、
検
非
違
使
は
太
政
官
に
統
轄
さ
れ

て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
と

、
全
く
同
断
で
あ
る
。
こ
の
点
を
峻
別

し
な
け
れ
ば
、
別
当
固
有

の
職
掌
や
、
な
に
よ
り
別
当
制
と

い
う
制
度
の
存
在
そ

の
も
の
の
理
解
が
、
困
難
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
所

々
の
統
轄
に
蔵
人
が
大
き
く
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
、
と
い
う
こ
と
と
、
蔵
人
所
が
所

々
を
統
轄
す
る
よ
う

に
な

っ
た
、
と
い
う
こ
と
は
、
同
じ
こ
と

で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
、
や
や
も
す
れ

ば
こ
の
点
が
あ
い
ま
い
に
さ
れ
て
き
た
の
は
、
蔵
人
の
、
い
わ
ゆ
る

「蔵
人
と
し

て
」
の
職
掌
が
あ
ま
り
に
多
岐
に
お
よ
ぶ
た
め
、
蔵
人
の
活
動
が
、
ひ
と
し
な
み

に

「蔵
人
と
し
て
」
の
も
の
と
解
さ
れ
て
き
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

第
二
点
。
も
し
、
蔵
人
所
が
、

一
個
の
所
と
し
て
新
し
い
諸
所
を
統
轄
し
て
い

た
の
な
ら
、
場
合
に
よ

っ
て
は
、
そ
れ
ら
新
し
い
諸
所
に
関
す
る
案
件
に
つ
い
て
、

蔵
人
所
の
責
任
者
、
す
な
わ
ち
蔵
人
所
別
当
や
蔵
人
頭
が
指
示
を
下
す
こ
と
が

あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
例
は
基
本
的
に
見
出
せ
な
い
。
む
し
ろ

月
奏

の
例
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
新
し
い
諸
所
の
政
務
は
、
各
所
の
内
部
で
自
己

完
結
し
て
お
り
、
蔵
人
所
別
当
や
蔵
人
頭
が
介
入
す
る
余
地
は

い
っ
さ

い
存
し
な

(刀
)

か

っ
た
。
新
型
の
諸
所
は
、
蔵
人
が
任
じ
ら
れ
た
別
当
を
介
し
て
、
蔵
人
所
と
並

立
す
る
か
た
ち
で
、
天
皇
に
直
属
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
右
述
の
二
点
よ
り
、
蔵
人
所
が
新
し
い
諸
所
を
統
轄
し
て
い
た
と
す

る
理
解
は
、
成
立
し
得
な
い
も

の
と
考
え
る
。
確
か
に
言
え
る
こ
と
は
、
新
し
い

諸
所
の
統
轄
に
あ
た
り
、
蔵
人
が
別
当
と
し
て
大
き
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
、
と
い
う
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。

な
お
、
十
世
紀
初
頭
の
延
喜
年
間
に
成
立
し
た

「蔵
人
所
延
喜
例
」
を
み
る
と
、

新
型
諸
所
の
別
当
に
は
す
べ
て
蔵
人
が
宛
て
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
か
ら
、

こ
う
し
た
体
制
は
、
す
で
に
そ
の
頃
に
は
完
成
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
お

そ
ら
く
こ
の
体
制
は
、
新
型
の
諸
所
が
創
設
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
別
当
が
置
か
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
、
九
世
紀
後
末
期
以
来
の
こ
と
と
し
て
よ
い
。

す
な
わ
ち
、
九
世
紀
後
半
以
降
、
新
し

い
諸
所
が
成
立
し
て
い
き
、
九
世
紀
後

末
期
頃
ま
で
に
は
、
そ
う
し
た
諸
所
に
も
、
蔵
人
が
別
当
と
し
て
割
り
あ
て
ら
れ

て
い
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
留
意
し
た

い
の
は
、
そ
こ
で
は
も
は
や
、
殿
上
侍
臣

や
近
衛
次
将
を
用

い
て
所
を
統
轄
し
よ
う
と
す
る
方
法
は
採
用
さ
れ
な
か

っ
た
、

と

い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
殿
上
侍
臣
や
近
衛
次
将
が

つ
と
め
る
旧
来

の
所

々
別
当
制

の
あ
り
方
が
、
九
世
紀
後
末
期
に
は
、
何
ら
か
の
意
味
で
古
い
も

の
と
な

っ
て
い
た
こ
と
を
強
く
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、

旧
型
諸
所

の
別
当
が
最
も
十
全
に
機
能
し
て
い
た
の
は
、
お
そ
ら
く
九
世
紀
前
半

か
ら
後
半
に
か
け
て
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
九
世
紀
後
末
期
頃
に
新
し
く
成
立
し
た
新
型
諸
所
の
別
当
は
、
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前
章
2
節
で
検
討
し
た
ご
と
く
、
そ
の
後
、
形
骸
化
の
波
を
乗
り
越
え
、
比
較
的

長
く
内
実
を
保

っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
新
し
い
型
の

「所
々
別
当
」

制
が
、
旧
い

「所

々
別
当
」
制
に
相
並

ぶ
か
た
ち
で
、
こ
の
時
期
に
成
立
し
た
の

で
あ
る
。
い
わ
ば

「所
々
別
当
」
制
が
二
層
化
し
た
と

い
っ
て
も
よ
い
。

所
々
別
当
制
の
、
制
度
と
し
て
の
最
初
の
転
換
点
は
、
お
そ
ら
く
こ
こ
に
見
出

せ
る
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
三
章
に
わ
た

っ
て
、
平
安
時
代
に
お
け
る
所
々
別
当
制
を
再
考
し
て
き
た
。

最
後
に
、
前
稿
で
得
ら
れ
た
知
見
を
交
え

つ
つ
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
を

所
々
別
当
制
の
展
開
過
程
と

い
う
観
点
か
ら
整
理
し
直
し
、
結
び
と
し
た
い
。

前
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
所
々
別
当
は
、
天
皇
の
も
と
、
所
の
職
員
を
選
任
し

た
。
そ
し
て
天
皇
の
も
と
、
職
員
の
勤
務
状
態
に
つ
い
て
最
終
的
な
責
任
を
負
い
、

ま
た
各
所

の
活
動
を
統
轄
し
た
。
こ
う
し
た
所
々
別
当
の
機
能
の
う
ち
、
職
員
の

勤
務
状
態

の
最
終
管
理
と

い
う
点
に
つ
い
て
の
理
解
は
、
前
稿
で
は
、
主
に
月
奏

と
呼
ば
れ
る
行
事

の
分
析
か
ら
導
き
出

し
て
い
た
。
本
稿
で
は
ま
ず
、
そ
う
し
た

理
解
が
、
除
目
に
お
け
る
別
当

の
役
割

か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
確
か
め
る

こ
と
か
ら
出
発
し
た
。

而
し
て
こ
の
所

々
別
当
は
、
平
安
時
代
を
通
じ
、
以
下
の
ご
と
く

い
く

つ
か
の

段
階
を
経
て
、
展
開
し
、
形
骸
化
し
て
い
っ
た
。

史
料
上
、
最
初
に
所
々
別
当
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
九
世
紀
前
半

の
、
弘
仁
七

(87

)

年

(八

一
六
)
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
、
九
世
紀
前
半
ま

で
に
成
立
し
た

諸
所
の
別
当
に
は
、
天
皇
と
血
縁
的

・
人
格
的
に
結
び
つ
い
た
殿
上
侍
臣

・
近
衛

次
将
が
宛
て
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
段
階
に
生
ま
れ
て
い
た
諸
所
は
、
太
政
官
を

通
じ
て
補
任
さ
れ
た
別
当
に
統
轄
さ
れ
つ
つ
、
毎
月

一
日
に
は
内
侍
に
付
し
て
上

日
奏
を
奏
聞
し
、
ま
た
除
目
に
あ
た

っ
て
は
、
太
政
官
を
通
じ
て
関
係
書
類
を
奏

聞
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
奏
聞
の
経
路
は
、
令
制
諸
司
に
共
通
す
る
も
の
で
あ

り
、

ま
た
こ
の
経
路
は
・
蔵
人
が
殿
上
の
諸
事
を
差
配
す
る
こ
と
が
多
く
な

っ
た

十
世
紀
以
降
に
な
っ
て
も
維
持
さ
れ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
所
々
別
当
制
の
あ
り
方
に

一
つ
の
転
換
が
生
じ
る
の
は
、
九
世
紀
後

末
期
か
ら
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
九
世
紀
後
半
以
降
、
新
し
い
諸
所
が
成
立
し
て
い
き
、
そ
の
別
当
に
は

す
べ
て
蔵
人
が
宛
て
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
く
。
こ
れ
ら
新
し
い
別
当
が
、
新

型
諸
所
の
創
設
当
初
か
ら
置
か
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
詳
ら
か
に
な
し
え
な
い
け

れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
九
世
紀
後
末
期
く
ら
い
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
は
、
ほ

(舶
)

ぼ
確
か
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
留
意
し
た
い
の
は
、
そ
こ
で
は
、
も
は
や
、
殿
上

侍
臣
や
近
衛
次
将
を
用
い
て
所
を
統
轄
し
よ
う
と
す
る
方
法
は
採
用
さ
れ
な
か
っ

た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
旧
来
の
所

々
別
当

の
あ
り
方
が
、
九
世
紀
後
末
期
に
は

何
ら
か
の
意
味
で
古
い
も
の
と
な

っ
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
に

九
世
紀
後
末
期
に
は
、
新
し

い
型
の

「所

々
別
当
」
制
が
、
旧
来

の

「所

々
別

当
」
制
に
相
並
ぶ
か
た
ち
で
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ば

「所
々
別
当
」
制
が

二
層
化
し
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
な
お
、
所
々
別
当
は
、
そ
の
成
立
の
新
旧
を
問

わ
ず
、
太
政
官
を
通
じ

て
補
任
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

所
々
別
当
制
が
、
天
皇
と
近
臣
と
の
関
係
を
、
太
政
官
を
通
じ
て

一
つ
の
制
度
に

編
成
し
た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

な
お
、
九
世
紀
後
半
以
降
に
成
立
し
た
諸
所
は
、
月
奏
や
除
目
に
際
し
て
は
、

旧
来

の
諸
所
と
異
な
り
、
蔵
人
に
付
し
て
文
書
を
奏
聞
し
た
。
蔵
人
が
別
当
を

つ

と
め
て
い
る
こ
と
と
相
合
わ
せ
、
あ
る
い
は
そ
こ
か
ら
、
新
し

い
諸
所
は
蔵
人
所

に
よ

っ
て
統
轄
さ
れ
て
い
た
、
と
す
る
理
解
も
、

一
見
、
成
り
立
ち
そ
う
に
み
え
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る
。
だ
が
、
別
当
と
な

っ
た
蔵
人
は
、
蔵
人
と
し
て
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
別
当

と
し
て
諸
所
を
統
轄
し
て
お
り
、
ま
た
新
し
い
諸
所
は
、
自
己
完
結
的
な
組
織
と

し
て
、
蔵
人
所
と
並
立
す
る
か
た
ち
で
天
皇
に
直
属
し
て
い
た
。
蔵
人
が
所

々
の

統
轄
に
大
き
く
か
か
わ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
蔵
人

所
が
所

々
を
統
轄
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
は
、
や
は
り
難
し
い
と

思
わ
れ
る
。

さ
て
、
そ
れ
か
ら
ま
も
な

い
九

・
十
世
紀
の
交
に
は
ま
た
、
そ
れ
ま
で
主
に
内

侍
に
よ

っ
て
担
わ
れ
て
い
た
所

々
へ
の

「召
仰
」
が
、
蔵
人
に
よ

っ
て
行
わ
れ
る

こ
と
が
は
じ
ま
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
後
も
別
当
は
各
所
を
統
轄
し
て
い
く
が
、

日
常
的
な
差
配
は
、
旧
い
諸
所
を
含
め
、
蔵
人
が
こ
れ
を
行
う
よ
う
に
な

っ
て
い

く
の
で
あ
る
。
蔵
人
と
所
々
と
の
関
係
は
、
よ
り
緊
密
な
も
の
に
な

っ
た
と

い
え

よ
う
。
こ
の
時
期
に
成
立
し
た

「蔵
人
所
延
喜
例
」
に
、
所

々
に
関
す
る
情
報
が

摘
記
さ
れ
て
い
る
の
も
、
こ
う
し
た
背
景
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
、
別
当
の
欠
員
を
四
、
五
年
に

一
度
い
っ
せ
い
に
補
う
、

「殿
上
所
宛
」
が
成
立
す
る
。
四
、
五
年
に

一
度
し
か
欠
員
を
補
わ
な
い
と
す
る

殿
上
所
宛
儀
の
成
立
は
、
別
当
が
常
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
ず
し
も
求
め
ら
れ

て
い
な
い
状
況
が
あ

っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。
こ
れ
を
も

っ
て
す
ぐ
さ
ま
別
当
制

が
形
骸
化
し
た
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
別
当
制
に

一
定
の
形
式

化
が
は
じ
ま

っ
て
い
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
確

か
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
成
立
ま
も
な

い
新
し
い
諸
所
の
別
当
に
、
そ
う
し
た
形
式
化
の
波
が
及
ん
だ
と
は
い
さ
さ
か
考

え
に
く
い
。
新
し
い
別
当
に
つ
い
て
は
、
四
、
五
年
に

一
度
の
殿
上
所
宛
を
待

つ

こ
と
な
く
、
欠
員
が
生
ず
る
ご
と
に
、
随
時
、
仮
の
補
任
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能

性
も
十
分
想
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
章
2
節
に
お
い
て
、
十
世

紀
後
半
以
降
の
史
料
に
認
め
ら
れ
る
蔵
人
方
宣
旨
に
よ
る
随
時
の
仮
補
任
が
、
十

世
紀
初
頭
に
は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
し
た
の
は
、
ま
さ

に
こ
う
し
た
理
由
に
よ
る
。
旧
来
の
所
々
別
当
制
の
あ
り
方
が
、
九
世
紀
後
末
期

に
は
何
ら
か
の
意
味
で
古
い
も
の
と
な

っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
を
も
勘
案
す
れ
ば
、

所

々
別
当
制
に
お
け
る
形
式
化
は
、
旧

い
型
の
別
当
に
お
い
て
こ
そ
進
ん
で
い
た

と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
所
々
別
当
制
に
と

っ
て
の
第
二
の
転
換
点
は
、
十
世
紀
後
末
期
か
ら
十

一
世
紀
前
半
に
か
け
て
訪
れ
る
。

そ
れ
ま
で
殿
上
の
世
界
を
統
轄
し
、
そ
の
世
界
の
形
成
に
必
須
の
存
在
で
あ

っ

た
蔵
入
所
別
当
が
、
十
世
紀
後
末
期
を
境
に
、
天
皇
践
酢
後
す
ぐ
に
は
補
任
さ
れ

な
く
な
り
、
ま
た
そ
の
機
能
も
、
重
要
と
思
わ
れ
る

一
部
分
を
摂
政

・
関
白
に
奪

わ
れ
て
い
く
。
こ
こ
に
蔵
人
所
別
当
が
形
骸
化
し
て
い
く
傾
向
を
明
瞭
に
み
て
と

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
も

っ
と
も
逆
に
い
え
ば
、
十
世
紀
中
葉
ま
で
は
、
摂
政

・

関
白
が
置
か
れ
て
い
て
も
、
蔵
人
所
別
当
は
確
か
に
殿
上
世
界
を
統
轄
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

ま
た
、
十

一
世
紀
前
半
に
な
る
と
、
四
、
五
年
に

一
度
行
わ
れ
て
い
た
殿
上
所

宛

の
開
催
頻
度
が
低
下
し
は
じ
め
、
こ
の
頃
に
は
、
別
当
制
総
体
が
形
骸
化
の
傾

向
を
強
め
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
、
間
接
的
な
が
ら
伺
え
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
所
々
別
当
制
は
、
十
世
紀
後
末
期
か
ら
十

一
世
紀
前
半
に
か
け

て
、
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
摂
関
期
に
、
形
骸
化

の
傾
向
を
は
っ
き
り
と
み
せ
る
よ

う
に
な
る
。
所
々
別
当
制
は
、
摂
関
期
の
政
治
体
制
よ
り
も

一
つ
な
い
し
二
つ
古

い
政
治
体
制
に
合
致
し
た
官
制
で
あ

っ
た
と
理
解
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

も

っ
と
も
そ
う
し
た
な
か
に
あ

っ
て
、
蔵
人
が
任
じ
ら
れ
る
新
型
の
諸
所
別
当

は
、
殿
上
所
宛
と
は
別
に
、
随
時
、
蔵
人
方
宣
旨
で
仮
補
任
さ
れ
続
け
て
お
り
、

十

一
世
紀
後
半
に
い
た

っ
て
も
、
そ
の
内
実
は
比
較
的
保
た
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
時
期
に
は
、
太
政
官
が
行
う
殿
上
所
宛
が
な
か
な
か
開
催
さ
れ
な
い
た

め
、
蔵
人
方
宣
旨
に
よ
る
随
時
の
仮
補
任
が
、

一
定
の
強

い
効
力
を
も

つ
よ
う
に
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」

な

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
重
視
す
れ
ば
、
九
世
紀
後
半
以
降
に
成

立
し
た
新
型
の
諸
所
は
、
別
当
の
補
任
と
い
う
面
で
も
太
政
官

の
も
と
か
ら
抜
け

出
し
、
ほ
ぼ
完
全
に
、
蔵
人
所
の
管
轄
下
に
は
い
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
展
開
し
て
い
っ
た
所
々
別
当
も
、
そ
の
後
、
十
二
世
紀
前
半
ま

で
に

は
、
除
目
の
場
に
提
出
さ
れ
る
関
係
書
類
に
、
そ
の
署
所
を
見
出
せ
な
い
よ
う
に

な

っ
て
い
く
。
様
式
が
定
ま

っ
て
い
た
文
書
か
ら
署
所
が
抜
け
落
ち
る
ほ
ど
に
、

別
当
に
よ
る
所
々
の
統
轄
が
形
骸
化
し

て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
よ
う
。
そ
の
後
も

所
々
別
当
は
補
任
さ
れ
続
け
て
い
く
が
、
そ
の
多
く
は
名
目
化
し
、
ま
た
そ
の
内

実
を
大
き
く
変
え
て
い
く
。
そ
の
決
定
的
な
転
機
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
十
二
世
紀

前
半
に
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
延
べ
て
き
た
こ
と
は
、
お
お
む
ね
以
上
の
ご
と
く
で
あ
る
。

平
安
時
代
、
諸
司

・
所
々

・
諸
寺
等
を
統
轄
す
る
官
職
と
し
て
、
ひ
ろ
く
別
当

が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
周
知
の
事
柄
で
あ
る
。
近
年
、
こ
の
別
当
制
に
つ
い

て
は
、
〈公
卿
-
弁
官
〉
を
軸
と
す
る
太
政
官
機
構
が
、
諸
司

・
所

々

・
諸
寺
等

を
直
接
的
に
統
合

・
統
轄
す
る
分
担
体
制
で
あ

っ
た
、
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
場
合
、
別
当
制
の
成
立
し
た
時
期
、
な
い
し
確
立
さ

(81
)

れ
た
時
期
は
、
十
世
紀
前
半
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
前
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
理
解
は
、
ご
く
限
ら
れ
た
材

料
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
拡
大

・
一
般
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
十
分
な
考
察
を
通

じ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
は
な

い
。
本
稿

で
検
討
し
た
所
々
別
当
制
が
、
こ
う
し
た

理
解
に
ほ
ぼ
全
く
適
合
し
な

い
こ
と
は
、
右
述
の
要
約
に
明
ら
か
と
思
う
。
所

々

別
当
制
は
、
九
世
紀
前
半
に
生
ま
れ
、
摂
関
期
に
は
は

っ
き
り
と
形
骸
化
し
て
い

く
存
在
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
明
ら
か
に
、
太
政
官
制
と
は
異
な
る
、
む
し
ろ
太
政

官
制
と
並
存
す
る
、
独
自

の
官
制
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
あ
り
方
は
、他

の
別
当
制
に
つ
い
て
も

そ

の
詳
論
は
後
日
を
期
さ
ね
ば
な
ら
な

い
が
ー

、

見
出
せ
る
よ
う

で
あ
る
。
平
安
時
代
の
別
当
制
に
関
す
る
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

根
本
的
に
問
い
直
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

以
上
、
所

々
別
当
制
に
つ
い
て
縷
々
述
べ
て
き
た
。
本
稿
は
、
論
点
が
多
岐
に

お
よ
び
、
か
つ
断
片
的
な
史
料
か
ら
立
論
し
た
箇
所
も
少
な
く
な
い
た
め
、
議
論

す
べ
き
点
が
多
々
残
さ
れ
て
い
る
か
と
思
う
。
ま
た
、
所
々
別
当
制
の
展
開
過
程

に
い
く

つ
か
の
画
期
を
見
出
し
て
お
き
な
が
ら
、
そ
の
画
期
の
背
景
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
大
き
な
変
動
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
力
不
足
か
ら

い
っ
さ

い
触
れ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
諸
賢
の
厳
し

い
御
批
判
御
叱
正
を
切
に
お
願

い
す
る
次
第

で
あ
る
。

註(1
)

拙
稿

「所

々
別
当

制

の
特
質
」

(
『史
学

雑
誌
』

一
〇
六
-

四
、

一
九
九

七
年
)
。
以

下
、
前
稿
と

い
う
と
き
は
、
す

べ
て
こ
れ
を
指
す
。

(2
)

除
目
に
関
す

る
研
究

は
少
な
く
、

そ
の
歴

史
的
変

遷
を
含

め
、
全
体
像

を
正
確

に

把
握

す
る

の
は
現
在

の
と

こ
ろ
き
わ

め

て
難
し

い
。

そ
う

し
た
な
か

に
あ

っ
て
、
平

安

時
代

の
除
目

に
関
し

て
は
、
玉
井
力
氏

の

一
連

の
業

績

(同
氏

『平
安
時
代

の
貴

族

と
天
皇
』
岩
波
書
店

、
二
〇
〇
〇
年
、
第

三
部

所
収
諸
論
文
)

が
最
も
参
考

に
な

る
。
以
下
、
本
章

で
の
玉
井
氏

の
見
解

は
、
そ

の
う
ち
、

「平
安
時
代

の
除
目

に

つ
い

て
」

(初

出
は

一
九
八

四
年

、
以
下
、

a
論
文
と
す

る
)
、
お
よ
び

「平
安

時
代

に
お

け
る
加

階
と
官

司
の
労
」

(初
出

は

一
九

八
八
年
、

以
下
、
b
論
文
と
す

る
)
に
よ
る
。

(3
)

年

労
に

つ
い
て
は
、
玉
井
氏

前
註

b
論
文

を
参

照
。
な
お
、
外
記

が

「補

任
」
に

関
与
す

る
よ
う

に
な
る

の
は
天
長
年

間

(八

二
四
-

八
三
三
)
以
降
と
す

る
理
解

も

存

す

る
が

(吉

川
真

司

「律

令
官

僚
制

の
再
編
過

程
」

〔同
氏

『律
令
官

僚

制

の
研

究
』
塙
書
房

、

一
九
九

八
年
、
初
出

は

一
九

八
九
年
〕

三
六

二
頁
)
、
論
拠
と

さ
れ
る
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二

つ
の
宣
旨
か
ら

は
、
そ
う

し
た
理
解

は
導
け

な

い
の
で
は
な

い
か
。

(4
)

四
所
籍

の
骨
格

に
関

す
る
理
解
は
、
黒
板

伸
夫

「
四
所
籍
小
考
」

(同
氏

『
摂
関
時

代
史

論
集
』
吉
川
弘
文
館

、

一
九
八
〇
年
、
初
出

は

一
九
七

二
年
)

に
負

っ
て

い
る
。

(5
)

以

下
、
前
田
家
巻

子
本

『
西
宮
記
』

『北

山
抄
』

『江

家
次

第
』

は
、
す

べ

て

『尊

経
閣
善
本
影
印
集
成
』

(
八
木
書
店

、

一
九
九

三
ー
九

七
年
)

に
よ
る
。

(6
)

以
下
、

『大
聞
成
文
抄
』
は
吉

田
早
苗
校
訂

『大

問
成
文
抄
』
上
下

(吉
川
弘
文

館
、

一
九

九
三
ー

九
四
年
)

に
、

『魚
魯

愚
抄
』

『魚

魯
愚
別
録
』

は

『史

料
拾
遺
』
第

四

-

八
巻

(臨
川
書
店
、

一
九
七

〇
-
七
七
年
)

に
よ
る
。

(
7
)

道
長

が
内

竪
所
別
当

で
あ

っ
た

こ
と

は
、
(
i
)
十
世
紀
初

頭
以
降

、
内

竪
所

の
上

級

別
当

に
は
筆
頭
公
卿

が
宛

て
ら

れ
る

の
が

「例
」
と
な

っ
て

い
た

こ
と

(岡
野
浩

二

「所
充

の
研
究
」

〔渡
辺
直
彦
編

『古

代
史
論
叢
』
続

群
書

類
従
完
成
会

、

一
九
九

四

年
〕

三
八
ー

四
四
頁
)
、
(
i
i
)

実
際
、
同
所
別
当
が
加
署
す

る
も

の
と
さ
れ

て

い
た

「
内

竪
所
籍
簡
」

に
道
長
が
加
署

し
て

い
る
こ
と

(
『御
堂
関
白
記
』
寛
弘

二
年
正

月
二
十

五

日
条
、
同
三
年
正
月

二
十
六
-

二
十
七

日
条
、

『小
右
記
』
寛
弘

二
年
正
月

二
十
五

日
条

)
、
の
二
点
よ
り
証

せ
ら
れ

る
。

「内
賢
所

籍
簡
」
に

つ
い
て
は
次
註
参

照
。
な

お
、

こ
の
記
事

に

つ
い
て
は
、

「下
別
当
」
を

「別
当

二
下

シ
」
と
訓
む
理
解
も
存

す

る
が

(山
中
裕
編

『御
堂
関
白
記
全
註
釈
』
寛
弘

二
年
、
高
科
書
店
、

一
九
九
九

年
)
、

「労
帳
」
は
内
竪
所
内
部

で
作
成
さ

れ
て
外
記

に
提
出

さ
れ

る
も

の
で
あ
り

、
外

記
が

内
竪
所

の

「別
当
等
」

に

「下
」
す
と
訓
む

の
は
あ
た
ら
な

い
と
思
う
。

(
8
)

内
竪
所
別
当
が
、
所

の
統
轄
者
と

し
て
四
所
籍

に
関

わ

っ
て

い
た

こ
と
は
、
「内

竪

所
籍
簡
」

か
ら
も
伺
う

こ
と
が

で
き

る
。
す

な
わ
ち
、
除
目
初
夜
当

日
、
除
目
御

前

儀

に
先

立
ち
、
公
卿
ら

は

い

っ
た

ん
議
所

に
着
し

た
が
、
そ

の
際

、
大

臣
席

の
そ

ば

に
は
、
外

記
に
よ

っ
て

「内
竪

所
籍
簡
」
が

三
枚

立

て
ら
れ

た
。

こ

の

「
内
豎

所

ノ

籍
簡
」
と

は
、

四
所
籍

に
お
け

る
任

官
候
補
者

選
出
基
準
枠
と

で
も

い
う

べ
き
各

種

「
籍
」
と
、
そ

の

「籍
」
そ
れ
ぞ
れ
を
創
設
し
た
際

の

「
宣
旨
」
と
を
書
き
連

ね
た
、

長
さ
六
尺

、
広

さ

一
尺
四
寸
、
厚
さ

四
分

の
木
簡

で
あ

っ
た
。
除
目

に
お

い
て
、

い

ま
だ

議
所

が
実
質
的
意

味
を

有
し

て

い
た
と
考

え

ら
れ

る
九

世
紀

頃

に
は
、
こ

の

「
籍
簡
」
を
参
考
に
し
て
任
官
候
補
者
が
選
出
さ
れ
た
も

の
と
推
考

さ
れ

る
。
さ

て
、

こ
の

「籍
簡
」

に
は
、
そ

の
内
実
が
失
わ

れ
た
十
世
紀
以

降
に
な

っ
て
も
、
必
ず
内

竪
所
別
当
が
加
署
す

る
こ
と

に
な

っ
て

い
た
。
別
当

が

い
か
な
る
意
味

で
加
署
し

て

い
た

の
か

は
必
ず

し
も
明
白

で
は
な

い
が
、
少

な
く
と
も
除
目

に
際
し
、
内
豊
所
別

当
が
所

の
統
轄
者

と
し

て
大
き
く

関
与
し

て

い
た
こ
と
は
、

こ
こ
に
も

認
め
ら
れ

よ

う
。
以
上
、

『御
堂
関
白

記
』
寛
弘
二
年
正
月
二
十
五
日
条
、
同
三
年

正
月

二
十
六
-

二
十
七

日
条
、

『小
右

記
』

寛
弘

二
年

正
月
二
十

五
日
条

、
『後

二
条
師

通
記
』
永
長

元
年
正
月

二
十
二
日
条
、

『殿
暦
』
康

和
四
年
正
月

二
十

一
日
条
、

『春

除
目
抄
』
第

一
、
御
装
束
儀
、
同
第
二
、
次

任
内

竪
残
、
な
ど
か
ら
構
成

し
た
。
な
お
、

『春
除

目

抄
』
は

『図
書
寮
叢
刊

九

条
家
本
除
目
抄
』

上
下

(宮
内
庁

書
陵
部

、

一
九
九

一

-

九

二
年
)
に
よ
る
。

(
9
)

「
所

々
奏
」
と

い
う

語
は
、
平
安
時
代
か
ら
南

北
朝

期

の
除

目
書

に
お

い
て
は
、
広

義
狭
義

二

つ
の
意

味

で
用

い
ら
れ

て
い
た
。
ま

た
広
狭
そ
れ

ぞ
れ

の
内
容
も
、
時
期

に
よ

っ
て
変
遷

し
て

い
る
よ
う

で
あ
る
。

こ
こ
で
扱
う

の
は
、
本
稿

の
テ
ー

マ
に
直

接
関
係

の
あ
る
、
十
二
世
紀
前
半

以
前

の
狭
義

の

「
所

々
奏

」
で
あ
る
。

(
10
)

前

田

家
巻

子
本

『西

宮

記
』
巻

二
、
年

中

行

事
、
正

月

下
、
除

目

、
同

『北

山

抄
』
巻

三
、
拾

遺

雑
抄

上

、
除

目

、
『除

目
次

第
』
中

日
、

『春

玉

秘

抄
』

中
夜

下

(
『魚
魯
愚
別

録
』
巻
第

六
、
任
上
喚
使

已
下
事
、
所

々
諸

司
奏
所

引

〔
一
六

八
-

一

六
九
頁
〕
)
、

『魚
魯
愚
抄
』

巻
第
三
、
蔵
人
方
甲
、
所

々
奏
巳
下
、
な
ど

に
よ

る
。

な

お
、
以
下
、

『除
目
次
第
』

は
吉

田
早
苗

「下

郷
共
済
会

所
蔵

「除

目
鋤
」
」

(
『國
書

逸
文
研
究
』

一
六
、

一
九
八
五
年
)
に
よ
る
。
ま
た
、

『春
玉
秘
抄
』
に

つ
い
て
は
、

所
功

「
『春
玉
秘
抄
』

の
復
原
」

(
『國
書
逸
文
研
究
』

一
八
、

一
九
八
六
年
)
を
参

照
。

(
11
)

『西
宮
記
』

『北

山
抄
』

『除

目
次
第
』

『春

玉
秘
抄
』

の
四
書
。
項

目
名
は
前

註

に
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同
じ
。

(
12
)

各
故
実

書

・
除
目
書
間

で
記
述
方
法

が
や
や
異
な

っ
て
い
る
が
、
内
容

的

に
は
ほ

ぼ

一
致
す

る
。
た
だ
し

『北
山
抄
』

で
は

f
が
、

『春
玉
秘
抄
』

で
は

e
が
、
そ
れ
ぞ

れ
欠
け

て
い
る
。
な
お
、

『西
宮
記
』

で
は

a
l

f
の
所

々
の
ほ
か
、
随
時

の
こ
と

と

し

て

「国
史
撰
式
所
」
を
挙
げ

る
。

『西
宮
記
』

の
関
係
箇
所
末
尾

に
は

「
已
上
、
延

喜

・
延
長
大
間
抄
所
レ
注
」
と

み
え
、
ま
た
本
文

に
付
さ
れ
た
細
字
双
行
注

に

「
延
長

五
年
」
云

々
と

み
え

る
か
ら
、

『西
宮
記
』

の
記
述

は
十
世
紀
前
半

の
あ
り
方
を
伝

え

る
も

の
と
考
え
ら

れ
る
。

(
13
)

『大

間
成
文

抄
』

第
四
、
所

々
奏

、
同
書
第

七
、
所

々
奏

、
『魚
魯

愚
抄
』
巻

第

三
、

蔵
人
方
甲
、
所

々
奏
已

下
、
な
ど
。

(
14
)

『魚
魯
愚
別
録
』
巻
第

一
、
外
官
除

目
儀
式
已
下
、
職
事
撰

申
文
事

に
所

引

(二
五

一
ー

二
六
七
頁
)
。

(
15
)

玉
井
氏
註

(2
)

a
論
文
、

二
八
六
-

二
八
九
頁
を
参
照
。

(
16
)

『魚
魯
愚
別
録
』
巻
第

一
、
外
官
除

目
儀
式
巳
下
、
職
事
撰
申

文
事

に
所

引

(二
三

四
-

二
三
五
頁
)
。

『資
仲
抄
』

に

つ
い
て
は
、
木
本
好

信

「
資
仲
抄

覚
書

」

(
『國

書
逸
文
研
究
』

一
〇
、

一
九

八
三
年
)
を
参
照
。

(
17
)

除
目
寛
夜

に
は
、
所

々
奏

と
は
別

に
、
「自
解
」

と

「労
帳

」

の
セ

ッ
ト

に
よ
り
、

滝

口

・
所

衆
を

諸
司
諸

国

の
二
、
三
分
官

に
巡
任
す

る
儀

も
行
わ

れ
た
。

『除
目

次

第
』
任
滝

口
所
衆
な
ど
を
参
看
。

(18
)

新
型

の
所
が
中
心

と
な

っ
て
行

っ
て

い
た
月
奏

に
お

い
て
も

、
そ
れ
を

取
り
扱

う

蔵
人
所

は
、
旧
型

で
あ
り

な
が
ら
月
奏
を
行

う
グ

ル
ー
プ

に
含

ま
れ

て

い
た
。
所

々

奏
と
蔵
人
所
と

の
関
係
も
同
様

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ

る
。

(
19
)

時
代
は

下
る
が
、

『魚
魯

愚
抄
』

巻
第
三
、
蔵
人
方

甲
、
所

々
奏
巳
下

で
は
、
狭

義

の
所

々
奏

に

つ
い
て
、
基
本
的

に

「蔵
人
方
」
の
扱

い
と
規
定
し
な
が
ら
も
、
「
或
付
二

外
記

」

と
注
記

し
て

い
る

(
一
八
二
頁
)
。

(
20
)

渡
辺
直
彦

「
蔵
人
所
別
当
に

つ
い
て
」

(同
氏

『
日
本
古

代
官
位
制
度

の
基
礎
的
研

究
』
増
訂
版
、
吉
川
弘
文
館

、

一
九
七
八
年

。
以
下
、
a
論
文
と
す
る
)
、
古
瀬
奈
津

子

「
「
殿
上
所
充
」
小
考
」

(
同
氏

『
日
本
古
代
王
権

と
儀

式
』
吉

川
弘
文

館
、

一
九

九
八
年
、
初
出

は

一
九
九

二
年
。
以

下
、
本

章

で
の
古
瀬

氏

の
見
解

は
す

べ

て
こ
れ

に
よ
る
)
。

所

々
別
当

の
補
任

に
ふ
れ
た
論
考

は
、
ほ
か

に
も
、
菊
池

京
子

「
「
所
」

の
成
立
と

展
開
」

(
『史
窩

』

二
六
、

一
九
六

八
年
)
、
渡

辺
直
彦

「蔵

人
式

と
蔵

人
方

行
事
」

(前
掲
書
、
以
下
、
b

論

文
と
す

る
)
、

下
向

井
龍
彦

「と

こ
ろ
あ

て
」

(
『平
凡
社
大

百
科
事

典
』

10
、
平
凡
社

、

一
九
八
五
年
)
、
吉

岡
眞
之

「
と
こ
ろ
あ

て
」

(
『国
史
大

辞
典
』

10
、
吉
川
弘

文
館

、

一
九
八
九
年
)
、
今

正
秀

「
王
朝

国
家

に
お
け
る
別
当
制

と
政
務
運
営
」

(
『史

学
研
究
』

一
九

九
、

一
九
九

三
年

)
、
岡
野
氏
註

(
7
)
論
文
等

が
挙
げ
ら
れ
る
。

(21
)

渡
辺
氏
前

註

a
論
文
、

四
六

七
-

四
六

八
頁
、
拙
稿

註

(1
)
論
文
、

一
六
-

一

八
頁
。

(22
)

以
下
、

『範
国
記
』
は
京
都

大
学

附
属
図
書

館
所

蔵

「
範
国
記
」

(東

京
大
学

史
料

編
纂
所
写
真
帳

「範

国
記
」

〔
六

一
七
三
/

一
九

三
〕
)
に
よ
る
。

(23
)

な
お
、
本
稿

で
用

い
て

い
る
京

都
大

学
附
属

図
書
館

所
蔵

「範

国
記
」
は
、
重
要

文
化

財
た

る
陽

明
文
庫

所

蔵
本

の
祖

本

に
あ

た
る

と

い
う

。
藤

本

孝

一

「古
紗

本

『範

国
記
』

『知

信
記
』
」

(『國
書
逸
文

研
究
』

一
五
、

一
九
八
五
年

)
参

照
。

(24
)

践
酢
後
最
初

の
蔵
人
所
別
当
補

任
日
が
確
実

に
判
明
す

る
例

(十

二
世
紀
中

葉
以

前
)
を
挙
げ
れ
ば
、
以

下

の
通
り
。
な
お
、

こ
れ
ら
は
す

べ
て
殿
上
所
宛
と
連

動
し

て
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
る
。
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天

皇

践
祚

即

位

蔵
人所

別当

践
祚
か
ら
の日数

典
拠

補

任

被
補
任
者

村

上
天
慶九
(

九
四
六)

四
・
二〇

同九
・

四・
二
八

同九
・

五・

四

藤
原
実
頼

一
三

日

公補

後
一

条
長
和
五
（
一〇
一
六)

正
・
二九

同五
・

二・

七

同五
・

二・

三ハ

藤
原
顕
光

二

七
日

御掌

小右

後朱

雀
長元

九
（
一〇
三
六
）
四
・
一七

同九
・

七
・
一〇

同九

・
一
二
二

四

藤
原
実
資

二

三
三
日

範
国

堀

河
応
徳
三
（
一〇八
六)
一
一・
二
六

同三
・
一
二
・
一九

寛治元
・
六
・
二
三

源

俊
房

二

〇
二

日

為
房

*
公
補
＝
公
卿
補
任
、御
堂
＝
御
堂
関
自
記
、小
右
＝
小
右
記
、範
国
＝
範
国
記
、為
房
＝
為
房
卿
記

(
25
)

な
お
、
新
訂
増
補

故
実
叢

書
本

『江
家

次
第
』
巻
第

十

四
、
践
祚

上
、
譲
位
幼

主

儀
は
、
長
和

五
年

(
一
〇

一
六
)

の
後

一
条

天
皇
即
位

に
際

し
、
藤

原
公
任

が
作
成

し
た

「
新
式
」

に
大
略

符
合
し

て

い
る
。
渡

辺
氏

註

(20
)

a
論

文
、
四
五
九

頁
参

照
。

(
26
)

実
例

は
、

『小
右

記
』

長
和
五
年

正
月

二
十
九

日
条
、

『中
右

記
』
嘉

承

二
年

七
月

十
九

日
条
な
ど
を
参
看
。

(
27
)

拙
稿
註

(
1
)
論
文
、

一
七
-

一
入
頁
。

(28
)

『公
卿
補
任
』
承
平
六
年
藤
原
仲

平
尻
付

(新
訂
増
補

国
史

大
系
本
、

一
八
〇
頁

)

の
傍
書
。

(29
)

吉

川
氏

「摂

関
政
治

の
転
成
」

(同
氏
註

(3
)
書

、
初
出
は

一
九
九
五
年
)
。

(30
)

蔵

入
所

別
当

の
創
設
時

期

に

つ

い
て

は
、
早

川
庄

八

「
宣
旨

補
考

三
題
」

(同
氏

『
日
本

古
代

の
文
書
と

典
籍
』

吉
川
弘
文
館

、

一
九
九
七
年

、
初
出
は

一
九
九
四
年
)

一
九
六
-

一
九
七
頁
を
参

照
。

(
31
)

論
拠
は

『台
記
』
久
安
三
年
六
月
十
七
日
条
。

(
32
)

註

(
20
)

の
諸
論
考

を
参

照
。
た
だ

し
、
大

歌
所

六
位

別
当

に

つ
い
て
は
、
壬
生

本

『西
宮
記
』
第
九
軸
諸
宣
旨

に
、

大
歌
所
六
位
別
当
・
禦

師
井
隻

驚

撒
誰

燃
蔽

漉
自・、.

と

み
え

て
、
殿
上
所
宛
と
は
別

に
補
任

さ
れ

て

い
た
ら
し

い
。
実
例
と
し

て
は
、

『朝

野
群

載
』
巻

第
五
、
朝
儀

下
に
収
め
ら
れ

た
長
和
四
年

(
一
〇

一
五
)

の
奉

勅

上
宣

が
挙
げ

ら
れ
る

(新
訂
増
補
国
史
大
系
本
、

一
二
四
-

一
二
五
頁
。
以

下
、
『朝

野
群

載
』

は
同
本

に
よ
る
)
。
な
お
、
以

下
、
壬
生
本

『西
宮
記
』
は
宮
内
庁
書
陵
部
所

蔵

「
西
宮

記
」
壬
生
官
務
家

旧
蔵
本

(五

一
〇
/
八
)
写
真
版

に
よ
る
。

(
33
)

な
お
古
瀬
氏

は
、
殿

上
所
宛

の
儀
式

次
第
を
十

一
世

紀
以
降

の
諸
記

録
か

ら
復

原

し

て
お
ら

れ
る
が
、
壬
生
本

『西
宮
記
』
第

十
軸
宣
旨
事
、
諸
司
諸

寺
所

々
別

当
事

な
ど
に
よ

る
と
、
そ
う

し
た
次
第
は
基
本

的
に
十
世
紀

ま
で
さ
か

の
ぼ
る

こ
と
が
知

ら
れ
る
。

(
34
)

古
瀬
氏

は
、
こ

の
上
卿
を
蔵

人
所
別
当

に
ひ
き

つ
け

て
理

解
し

て
お
ら

れ
る
よ
う

で
あ

る
が

(例
え
ば
四
〇
九
頁
)
、
実
例
を
検
す
る

に
、
蔵
人
所
別
当
以
外

の
上
卿
も

殿

上
所
宛

の
執
筆
を

つ
と

め
て

い
る

(『貞

信
公
記

抄
』

天
慶

九
年
五

月
三

日
条

、

『小
右
記
』
長
元
四
年
九
月
十
六

日
条
、

『範
国
記
』
長
元
九
年
十

二
月
十

四
日
条

等
)
。

上
卿
と

し
て
の
行
為

と
蔵
人
所

別
当
と
し

て
の
行

為
は
峻
別

し
て
考
え

る
べ
き

で
あ

ろ
う

。

(
35
)

新

訂
増
補
国
史
大
系
本

、

一
六
八
頁

。

(
36
)

大
隅
清
陽

「弁
官

の
変
質

と
律
令

太

政
官
制
」

(
『史
学

雑
誌
』

一
〇
〇
1

一
一
、

一
九
九

一
年
)
ほ
か
。

(
37
)

拙
稿
註

(
1
)
論
文
、
六
頁
。

(
38
)

こ
の
点

に
お

い
て
、
内
侍
宣

に
よ

っ
て
補
任

さ
れ
る
蔵
人
所

別
当

は
特
異

な
存
在

と
な

る
。
蔵

人
所

別
当

の
本
来

的
な
性
格

に

つ
い
て
は
、
草
創
期

の
蔵
人

の
性
格

と

あ
わ

せ
、
後
考
を
期
し
た

い
。

(
39
)

新
訂
増
補
国
史
大
系
本
、
一
二
一

1

一
二
二
頁
。

(40
)

古
瀬

氏
註

(20
)
論
文
、

四

一
七
頁
。

(
41
)

『朝

野
群
載
』
巻
第

五
、
朝
儀

下
所
収

の
同

日
付

蔵
人
宣
旨
書

(
一
二
二
ー

一
二
三

頁
)
。
な
お

『中
右
記
』

同
日
条

に
よ
れ
ば
、

こ
の
日
、
堀

河
天
皇

の
御
書
所

始
が
行

わ
れ
て

い
る
。
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》gr

(
42
)

蔵
人
方
宣
旨
と
蔵
人
宣
旨
書
と

の
関
係
に

つ

い
て
は
、
拙

稿

「
『為

房
卿
記
』
と
政

務
文
書
」

(五
味
文
彦
編

『日
記
に
中
世
を
読
む
』

吉
川
弘
文
館

、

一
九
九
八
年
)

二

八
ー

三
四
頁
を
参
照
。

(
43
)

続
群
書
類
従
完
成
会
本

『群
書

類
従
』
第
七
輯

、
七

五

一
頁

(以
下
、

『伝
宣
草
』

は
同
本

に
よ
る
)
。

『伝
宣
草
』
附
載

「諸
宣
旨
事

」
は
、
こ
れ
ま

で
十

四
世
紀

に
成

立
し
た

『伝
宣
草
』

の

一
部
と
し

て
扱

わ
れ

る
こ
と

が
多

か

っ
た
。
し

か
し
早
く
清

水
潔
氏

が
看
破

さ
れ
た

よ
う

に
、
こ

の

「
諸
宣
旨
事
」
は
も

と
も
と

一
書

で
あ

っ
た

可
能
性

が
あ
り
、
内
容
的

に
は

「平
安
貴

族
政
治

の
盛

ん
な
り
し
頃

の
実
態
」
を
記

し

て

い
る

(同
氏

「
伝
宣

草

の
成

立
」

〔
『皇

学
館

大

学

紀
要
』

一
五
、

一
九

七
七

年
〕
二
六
九
-

二
七

一
頁
)
。

一
見
す
る
限
り
、
そ

の
原
型
成

立
は
十
世
紀

に
さ
か

の

ぼ
り
、
そ

の
後
数
次

の
追
記
を
経

て
、
院

政
期
か
ら
鎌
倉

時
代
初
頭
頃

に
現
在

の
姿

に
至

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
詳
細
な
検

討
は
後

日
を
期

し
た

い
。

(
44
)

そ

の
他

の
諸
所
別
当
も
、
臨
時

・
随
時

に
補
任
さ

れ
る

こ
と

が
な

い
わ
け

で
は
な

か

っ
た
。
そ

の
場
合
、
そ

の
補
任
は
太
政
官

を
通
じ
て
行

わ
れ
た
。

『伝

宣
草
』
附
載

「
諸
宣
旨
事

」
補
諸
司
所

々
検

校
別
当
事

(七
四
六
頁
)

を
参
看
。

(
45
)

そ
う

し
た
理
解
は
、
次

に
掲
げ

る

『侍

中
群
要
』
第
十

(任
官
類
事

)
、
所

々
別
当

に
拠

っ
て

い
た
よ
う

で
あ
る

(目
崎
徳
衛
校
訂

・
解
説

『侍

中
群
要
』

〔吉

川
弘
文
館
、

一
九
八
五
年

〕

一
八
〇
頁
。
以
下
、

『侍

中
群
要
』

は
同
本

に
よ
る
)
。

・
所

々
別
当
事

〔奉
〕

蒙
」
上
卿
奏

仰
、

於
・御
箭

一定

レ
之
。
鮪
簸

用

・所
紙
筆
等

℃
但
被

レ
補

陣

中
所

々
別

当

者
、
令

レ奏

慶

由

つ
陣
喚

謂
近
衛
陣
櫛
内

其
班

校
誉
殿

,内
竪
所
,

進
物
所
・
御
厨
子
所
・薬
殿
・作
物
所
等
也
。
(下
略
)

こ
こ

で
は
慶
賀
を
奏
す
る
諸
所
別
当
と

し

て
、
「陣

中
所

々
別
当
」
が
挙

げ
ら
れ

て

い
る
。
た
だ
し

い
ま
問
題
に
さ
れ

て
い
る
八

ヶ
所

の
う

ち
、
「陣
中
所

々
」

と
さ
れ

て

い
る

の
は
わ
ず
か
三

ヶ
所

の
み
で
あ
る
こ
と
に
注

意
さ
れ
た

い
。

(
46
)

渡
辺
氏
註

(
20
)
b
論
文
、
五
六

一
頁
。
例
え

ば
、
前
註

掲
出
史
料

の
細

字
双
行
注

に

「陣
中
、
謂
近
衛
陣
陣
内
」
と
明
記
さ
れ

て
い
る
。

「陣
中
」
が

「禁
中
」
と

認
識

ぐ

さ

れ
て

い
た

こ
と

は
、

『親
信

卿
記
』
天
延

二
年

五
月

二
十

四
日
条

(
『陽
明
叢
書

記

録
文
書

篇
第
六
輯

平
記

・
大
府

記

・
永
昌
記

・
愚
昧

記
』

思
文
閣

出
版
、

一
九

八

八
年
。

以
下
、

『親
信
卿
記
』
は
同
書

に
よ
る
)
を
参
看
。

(47
)

所

々
の
所
在

に

つ
い
て
は
、
菊
池
氏
註

(
20
)
論
文
、

三
頁
参
照
。

(48
)

市
川
久
編

『蔵
人
補
任
』

(続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
八
九
年
)
参
照
。

(49
)

古
瀬
氏
註

(
20
)
論
文
、
四

一
八
-
四

一
九
頁
。

(50
)

玉
井
氏

は
、

「私
は
、
殿
上
所
充
を
本
格
的
な
摂

関
制
成
立

の
前

段
階

の
も

の
と
考

え

て

い
る
」
と
述

べ
て
お
ら
れ
る
が

(「
十

・
十

一
世
紀

の
日
本
」

〔同
氏

註

(
2
)

書
〕

一
七
頁
。
初
出
は

一
九
九
五
年
)
、
卓
見
と
思
う
。

(51
)

西
本

琉

「
「蔵

人
式
」
と

「
蔵
人
所
例
」

の
再
検

討
」

(
『史
林
』
八

一
-

三
、

一
九

九

八
年
)
。

(52
)

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵

「
拾
芥
抄
」

(〇
三

一
/
イ
九

一
/
三
)
。

(53
)

西
本

氏
註

(
51
)
論
文

、

一

一
七
、

一
二

一
-

一
二
二
頁
。
な

お
、
西

本

氏
が
拠

ら

れ
た

『拾

芥
抄
』

が
ど

の
写
本

に
あ
た

る
の
か
判
じ
え
な

か

っ
た

の
で
、

こ
こ

で

は
仮

に
天
理
図
書
館
所
蔵
本
を
用

い
て
紹
介
し
た
。

(54
)

『拾
芥
抄
』

に
関
す

る
参
考
文
献

は
、
橋

本
義
彦

・
菊
池
紳

一

「尊

経
閣
文
庫
所
蔵

『拾
芥

抄
』
解
説
」

(
『尊
経

閣
善
本

影
印

集
成

拾

芥
抄
』

八
木
書

店
、

一
九
九

八

年
)
九
頁

に
列
挙
さ
れ

て
い
る
。
な
お
同
解
説
は
、

『拾
芥
抄
』
古
写
本
に

つ

い
て

の

簡
便
な
解
題
と
な

っ
て
い
る
。

(55
)

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵

「
拾
芥
抄
」

(
S
O
O
O
六
/

一
)
。

(
56
)

京
都
御
所
東
山
御
文
庫
所
蔵

「
拾
芥
抄
」

(
一
六
三
/

二
六
)
。

(57
)

京
都

大
学

附
属
図
書

館
所
蔵

「拾

芥
抄
」

(五
-

一
七
/
シ
九
/
貴
)
。
な

お
閲
覧

に
あ
た

っ
て
は
、
京
都
大
学
電
子
図
書
館

の
便
宜

に
与

っ
た
。

(58
)

C
系
統

の
諸
本
は
、
「
延
木
例
」
の
「木
」
を

「喜
」
に

つ
く

る
。
以
下
、
一
々
断
ら
な

い
。
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(
59
)

B
系
統

に
あ
た
る

の
は
、

天
理
本

の
ほ
か
、
東
京
大

学
附
属

図
書
館

本

・
東
京

国

立
博
物
館
所
蔵
本

・
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
本

・
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
本
。

(60
)

橋
本

・
菊
池
両
氏
註

(
54
)
論
考
、
九
頁
。

(61
)

天

理
本
は
、
親
長
本
を
直

接

の
祖
本

と
す
る
。
ま
た
東
京

国
立
博

物
館
所

蔵
本

は
、

親
長
本
を
親

に
も

つ
言
継
本

か
ら
出

た
も

の
と
考
え
ら

れ
る
。

(62
)

以
上

の
調
査
結

果
は
、
海
野

一
隆
氏

に
よ
る
考
察
結

果

(同
氏

「
『拾
芥

抄
』

古
写

本

に
お

け

る
地

図

(上
)

(下
)
」

〔
『ビ

ブ

リ

ア
』

一
〇

一
、

一
〇

二
、

一
九

九

四

年

〕
)
と
若
干
異
な
る
も

の
と
な

っ
て

い
る
。
詳
論

は
機
会
を
あ
ら
た

め
て
行

い
た

い
。

(
63
)

進
物
所

・
校
書
殿

の

「
預
」
に

つ
い
て
は
、
第

一
章

2
節
を
参

照
。

(
64
)

史
料
編
纂
所

本
が

『拾
芥
抄
』

の
古

撰
本

で
あ

る
こ
と
を
明

確

に
認

め

て
お
ら

れ

る

の
は
、
和

田
英
松
氏

の
み

(同
氏

『
本
朝

書
籍
目
録
考

証
』

明
治
書

院
、

一
九

三

六
年
、
四
四
五
-
四
五
〇
頁
)
。
な
お
、
橋
本
進
吉

「
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
史
料
編

纂
所
所
蔵

古
紗
本
拾
芥
抄

解
説
」

(複
製
本

『拾
芥
抄
』

古
典
保
存
会
、

一
九

三

七
年
)
が
、
同
本

に
関
す

る
最
も
慎
重
か

つ
詳
細
な
考
察
と
な

っ
て
い
る
。

(65
)

史

料

編

纂

所

本

は
、
B

・
C
系

統

『拾
芥

抄
』

が

「所

々
」
と

す

る

項

目
名

を

「所

々
事
」
と
す
る
。

こ
の

「所

々
事

」
と

い
う
項

目
名
は
、

『西
宮

記
』

と

一
致

す

る
。

(66
)

例
え
ば
、
侍

従
所

の
項

で

は
、

『西

宮
記
』

の
記
述

の
文

末

に

「美

福

門
内
東

腋

也
」

の
字
句
を
加
え

る
と
史
料
編
纂

所
本
と

な
り
、
こ
れ
に
さ
ら

に

「或

別
当

・
預

・
権
預
在
之
」

の
字
句

を
加
え

る
と
C
系

統

『拾
芥
抄
』
と
な

る

(B
系

統

は
侍
従

の
項

を
脱

落
)
。
ま

た
内

竪
所

の
項

で

は
、
『
西
宮

記
』

の
記

述

か

ら

「
中
将

.
六

位
」
「
有
頭

・
執
事
」
等

の
字
句

を
削

り
、
「
鳥
」

の
字
を

「馬
」

に
替

え

る
な
ど
す

る
と
史
料

編
纂
所
本
と

な
り
、
そ
う
し

て
で
き
た
文
面

の
末

尾
に
、
改
行
し

て

「匡

遠
本
、
以
大

臣

・
中
将

・
六
位
為
別
当

。
有

頭

・
執

事
」
の
文
を
加

え

る
な

ど
す

る

と

B

・
C
系
統

『拾
芥
抄
』
と
な
る
。

(67
)

『拾

芥

抄
』

の
原

資

料

の

一
つ
に

『西

宮

記
』
が

あ

っ
た

こ

と

は
、
西
本

氏

註

(51
)
論
文

、
一
二

〇
頁
、
注
④
を
参
照
。

な
お
、
『拾
芥
抄
』

「所

々
(事

)
」
項

の
前

に
置
か
れ
た

「
八
省
指
図
」

「宮
城
指
図
」

「京

図
」

の
各
項

は
、

『掌
中
歴
』
上
、
京

地
歴
を
も

と
に
成

っ
た
も

の
で
あ
る

こ
と

が
、
橋

本
氏
註

(
64
)
論
考
、
海
野

氏
註

(
62
)
論
文

(上
)
、

一
六
-

一
七
頁

、
で
指
摘

さ
れ
て

い
る
。

(
68
)

壬
生
本

『西
宮
記
』

第
九
軸
諸
宣
旨
、
画
所

・
作
物
所
預
事

な
ど
参
看

。

(
69
)

B

・
C
系
統

の

『拾
芥

抄
』
諸

本

で
は
、

「所

々
」
項
と

そ

の
あ
と

に
続

く

「宿

所
」
と
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
項
目

の
よ
う

に
記
さ
れ

て
い
る
が
、

『西
宮
記
』
や
古
撰
本

『拾
芥
抄
』
段

階
で
は
、
「
宿
所
」
項

は

「所

々
事
」

項
内

の
小
項

目
と
し

て
記
さ

れ

て

い
る
。

(70
)

渡

辺
氏
註

(
20
)
b

論
文
、
五

四

一
-
五

四
七
頁
。

(
71
)

『
西
宮
記
』
を

は
じ

め
と
す

る

一
般
故

実
書

で
は
、

ふ

つ
う

、
蔵

人
頭
と

五
位

蔵
人

・
六
位
蔵

人
と
を
区
別

せ
ず
、

「蔵
人
」
と

い
う
総
称
を
用

い
て

い
る
。

(
72
)

も

っ
と
も
、

こ
う
し

た
推

断
が
正

し

い
と
し

て
も
、
前

田
家
巻

子
本

『西
宮

記
』

が

「
蔵
人
所
延
喜
例
」
を

ど
の
程
度
正
確

に
引
載

し
て

い
る
か
は
、
「
延
喜
例
」

の
伝

本
、
特
に
そ

の
原
完

本
が
存
在

し
な

い
以
上
、
確

認
す

る
術
が
な

い
。
た
だ
、
「
延
喜

例
」
と

『西
宮
記
一

の
成
立
年

が
大
き
く
離

れ

て
い
な

い
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
前

田

家
巻
子
本

『
西
宮

記
』

が

「
延
喜
例
」

の
姿

を
比
較
的
正
確

に
伝

え

て

い
る
可
能
性

は
高

い
。

な
お
、

B
系
統

『拾
芥
抄
』

「所

々
」
項

の
蔵

人
項

に
は
、
次

の
よ
う
な
記
述

が
み

え

る
。

式

云
、
衆

十

二
人
。
有
二
内
官

ゆ
式

、
所
衆

廿

二
人

・
滝

口
廿

二
人
。
式
、
蔵
人

八

人
。
麓

だ
黙

整

酪

是
皆
職
事
也
。

こ
の
記
述
は
、

『西
宮

記
』

や
古

撰
本

『拾
芥
抄
』

に
は
み
え
ず
、
そ

れ
以

降

の
伝

写

・
改
訂
過
程

で
追

記
さ
れ
た
も

の
で
あ
る

(
C
系
統

の
諸

本
、
お
よ
び
新
訂
増

補
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故
実

叢
書
本

は
、

「式
」
を
す

べ

て

「
或
」

に

つ
く
る
)
。
あ

る

い
は

「
蔵
人
式

」

の

逸
文

を
含

ん

で
い
る
可
能

性
も
あ
り
、

い
ま

仮
に
掲
出

し
て
お
く
。
検

討
は
後

日
を

期

し
た

い
。

(73
)

土

田
直
鎮

「内
侍
宣

に

つ
い
て
」

(同
氏

『奈

良
平
安
時
代
史

研
究
』
吉
川
弘
文
館

、

一
九

九

二
年
、
初
出

は

一
九
五
九
年
)

二
五
八
ー

二
六
〇
頁
、
吉
川
真

司

「
律
令

国

家

の
女
官
」

(同
氏
註

(
3
)
書
、
初
出
は

一
九
九

〇
年
)
八
七
-

九
〇
頁
。

(74
)

菊
池
氏
註

(20
)
論
文
、

二
八
頁
。

(75
)

前

田
家

巻
子

本

『
西
宮
記
』
十

・
十

一
・
十

二
月
、
十

一
月
新
嘗

祭
事

の
裏
書

に

所
引

。
な
お
、
新

訂
増
補
故
実

叢
書
本
は

こ
の
辺
り
に
混
乱

が
あ

り
、
こ

の

一
文

は

別

の
箇
所

に
挿
入

さ
れ

て
い
る

(同
書
第

一
、

二
五
四
頁
)
。
そ

の
た
め
か
、

こ
れ
ま

で
同
文
は
他

の
年
次

の
も

の
と
さ

れ
、
ま

た

『醍
醐
天
皇

日
記
』
と

し
て
は
扱
わ

れ

て
こ
な
か

っ
た
よ
う

で
あ

る
。

(76
)

『親
信
卿
記
』
天
禄
三
年
十

二
月
十

日
条

な
ど
参
看
。
古
瀬
奈
津

子

「
行
事
蔵
人

に

つ
い
て
」

(同
氏
註

(20
)
書
、
初
出
は

一
九
八
九
年
)
三
八
五
-

三
八
六
頁
も
参

照
。

(
77
)

拙
稿
註

(
1
)
論
文
、
一
二

ー

一
五
頁
。

(
78
)

『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
嘉
祥
三
年
十

一
月

己
卯
条
、
興
世
書
主
卒
伝

に
み
え

る
大

歌
所
別
当

の
例
。
な
お
、

『日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
本

に
よ

る
。

(
79
)

太
政
官

・
内

記
等

の
上

日
奏

が
内
侍

に
付

し

て
行
わ
れ

る
も

の
で
あ

っ
た
こ
と

は
、

拙
稿
註

(
1
)
論
文
、
九
-

一
一
頁
を
参
照
。

(
80
)

新

し

い
諸
所
別
当

の
初

見
史
料

は
、
十

世
紀
初

頭

の

「蔵
人

所
延
喜

例
」
と
な

る
。

(81
)

下
向

井
氏

註

(
20
)
論

考
、
同
氏

「
べ

っ
と
う
」

(
『平
凡

社
大

百
科

事
典
』

13
、

平
凡
社
、

一
九
八

五
年
)
、
同
氏

「
『水
左
記
』

に
み
る
源
俊
房
と
薬
師
寺
」

(古
代
学

協

会

編

『後

期

摂

関
時

代

史

の
研

究
』
吉

川
弘

文

館
、

一
九

九

〇

年
)
、
今

氏

註

(
20
)
論
文
、
岡
野
氏
註

(
7
)
論
文
、
ほ
か
。
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